
広報おおくま
2016 10

№
531

海
こ
え
て
つ
な
が
る
想
い
　

−
ス

ペ
イ

ン
か

ら
の

小
法

師
−



2

　

大
川
原
の
実
証
田
で
栽
培
し
て
い
る
コ
メ
が
実
り
の
時
期
を

迎
え
て
い
ま
し
た
。
大
川
原
で
の
試
験
栽
培
は
平
成
26
年
か
ら

始
め
、
今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
将
来
の
帰
還
、
営
農

再
開
に
向
け
て
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
吸
着
度
合
い
を
検
査
す
る

た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
今
年
は
町
農
業
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
や
Ｊ
Ａ
、
県
、
町
職
員
な
ど
25
人
で
５
月
18
日
に
田

植
え
を
し
ま
し
た
。
撮
影
し
た
９
月
14
日
、
ま
だ
青
々
と
し
た

葉
の
上
で
雨
露
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。
稲
刈
り
は
10
月
中
旬
に

な
り
そ
う
で
す
。

お
お
く
ま
点
描

クイズ「目指せ！おおくMASTER ★」
おおちゃんクイズ（地域問題）	 Q・	大熊町は双葉郡にありますが、なぜ双葉郡といわれる

ようになったか？
くうちゃんクイズ（方言問題）	 Q・「着物うっしょめえだど～」とはどんな意味？

大熊町に関する郷土・方言問題を町民の方から募集しています。
問大熊町役場会津若松出張所　教育総務課
 kyoikusoumu@town.okuma.fukushima.jp

目 次
③
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す
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ン
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ー
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果
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の
話
題

⑯
絆
お
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あ
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通
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⑱
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お
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放
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質
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知
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せ
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ン
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か
ら

㊲
ほ
け
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㊴
町
民
掲
示
板

㊶
副
町
長
室
か
ら

㊷
あ
ら
か
る
と
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かわらばんるさと
町の今、お伝えします

　町内で着々と進む復興などの様子を、国・県・町が一体となりお知らせします。

　今回は、農業用施設被災状況調査に伴う水路周辺の草刈等について紹介します。

大熊町役場会津若松出張所
☎0120-26-3844
  いわき出張所　  
☎0120-26-5671

　復興事業課では、町

道・農道等を中心に、

毎月町内パトロールを

実施しています。

　今回は環境大臣視察

と台風前後のパトロー

ルを紹介します。

い
わ
き
出
張
所
　
復
興
事
業
課

問問
町
内

パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　通
信

○
郷
土
の
文
化
遺
産
を
後
世
に

　
　
　
　
〜
環
境
大
臣
に
要
望
〜

　
　
　
　
　
　
　
　（
写
真
・
左
）

　
９
月
５
日
、
中
間
貯
蔵
施
設
候

補
地
内
お
よ
び
町
内
を
山
本
公
一

環
境
大
臣
が
視
察
し
ま
し
た
。

　
視
察
地
の
ひ
と
つ
、
中
間
貯
蔵
施

設
候
補
地
内
の
海
渡
（
み
わ
た
り
）

神
社
は
、
町
の
文
化
財
審
議
委
員
長

を
務
め
る
鎌
田
清
衛
さ
ん（
野
馬
形
）

の
長
年
の
調
査
か
ら
春
分
の
日
と

秋
分
の
日
の
年
２
回
、
神
社
の
本

殿
か
ら
真
西
の
方
角
に
あ
る
日
隠

山
の
山
頂
に
夕
日
が
沈
む
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
今
後
の
詳
し
い
調
査

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
環
境
大
臣

に
説
明
し
ま
し
た
。
　

　
同
行
し
た
渡
辺
利
綱
町
長
、
根
本

充
春
行
政
区
長
が
豊
か
な
歴
史
と
文

化
を
後
世
に
残
す
た
め
に
も
、
古
く

か
ら
あ
る
神
社
等
文
化
遺
産
の
保
存

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

鎌
田
清
衛
氏
著
「
日
隠
山
に
陽
は
沈
む
」

　
日
隠
山
の
由
来
や
海
渡
神
社
と
の
関

係
、
小
入
野
地
区
周
辺
の
歴
史
を
地
元

に
根
ざ
し
た
視
点
で
考
察
し
た
著
作

○
台
風
前
後
の
パ
ト
ロ
ー
ル

　
復
興
事
業
課
で
は
、
８
月
下
旬

か
ら
９
月
上
旬
の
大
雨
や
台
風
の

前
後
に
水
路
、
農
町
道
の
確
認
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
詰
ま
っ
た
水
路
の
ご
み
を
除
去

し
、
補
修
が
必
要
な
箇
所
は
次
の

災
害
に
備
え
て
早
急
に
補
修
対
応

を
行
な
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
一
時
帰
宅
等
で
お
気

づ
き
の
箇
所
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
省

　除
染
と

家
屋
の
解
体
申
請
相
談
窓
口

○
除
染
の
相
談

　
環
境
省
　
現
地
除
染
相
談
室

　
　
０
１
２
０(
３
６
０)

１
１
１

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　
会
津
支
所

　
　
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

○
被
災
家
屋
の
解
体
申
請
の
相
談

　
対
象
区
域
は
大
川
原
地
区
、
中

屋
敷
地
区
の
全
域
お
よ
び
下
野
上

地
区
で
現
在
除
染
を
行
っ
て
い
る

区
域
で
す
。

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　
会
津
支
所

　
　
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

家
屋
損
壊
調
査

　
除
染
を
す
る
区
域
の
家
屋
の
解

体
を
希
望
す
る
場
合
は
、
必
ず
損

壊
状
況
調
査
（
家
屋
調
査
）
が
必

要
で
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

会
津
若
松
出
張
所
　
税
務
課

問
☎☎

問
☎

問

＜昨年度の屋根養生工事の様子＞＜昨年度の屋根養生工事の様子＞
不具合のある部分をシートで覆い、
その上に飛散防止の土のうを配置します
不具合のある部分をシートで覆い、
その上に飛散防止の土のうを配置します

▲洗掘され大きく
えぐれた林道

　えぐれた部分を埋め、点圧を
　　実施。補修対応中の林道▼

海渡神社を視察する
環境大臣・町長・根本行政区長
海渡神社を視察する
環境大臣・町長・根本行政区長

農
業
用
施
設
（
開
水
路
）
の
被
災
状
況
調
査
の
た
め

　
　
　水
路
周
辺
の
草
刈
・
測
量
等
実
施
し
て
い
ま
す

　
東
北
農
政
局
で
は
、
農
業
用
施

設(

開
水
路)

に
対
す
る
被
災
状

況
を
確
認
す
る
た
め
、
水
路
周
辺

の
刈
払
い
、
測
量
、
目
視
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
調
査
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象
施
設
（
下
図
参
照
）

　
坂
下
水
路
　
3.0
㎞

　
上
井
水
路
　
2.0
㎞

　
中
井
水
路
　
1.5
㎞

　
熊
堰
水
路
　
3.0
㎞

○
業
務
期
間

　
平
成
28
年
７
月
13
日

　
　
　
　
〜
平
成
29
年
３
月
10
日

○
発
注
者

　
東
北
農
政
局
　

　
農
村
振
興
部
　
防
災
課
　
　

○
作
業
機
関

　
Ｎ
Ｔ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式

　
会
社 

東
北
支
社

　
東
北
農
政
局

　
農
村
振
興
部
防
災
課
　
　
　
　 

　
　
０
２
２(

２
６
３)

１
１
１
１

　
い
わ
き
出
張
所
　
復
興
事
業
課

屋
根
養
生
工
事
に
つ
い
て

　
町
で
は
シ
ー
ト
に
よ
る
屋
根
養

生
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
　

　
一
時
帰
宅
さ
れ
た
際
に
、
台
風
等

に
よ
る
シ
ー
ト
の
は
が
れ
や
飛
散
、

シ
ー
ト
の
劣
化
等
に
お
気
づ
き
に
な

ら
れ
た
方
も
今
年
度
内
に
再
養
生
の

工
事
が
可
能
で
す
。
期
限
内
に
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
対
象
地
域
　
町
内
全
域

○
申
込
期
限

　
平
成
28
年
12
月
9
日
（
金
）
ま
で

※

期
限
を
過
ぎ
て
の
お
申
し
込
み

　
に
つ
い
て
は
来
年
度
の
施
工
と

　
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

　
了
承
く
だ
さ
い

　
い
わ
き
出
張
所
　
復
興
事
業
課

中
間
貯
蔵
施
設

　保
管
場
へ
の
輸
送

○
除
染
土
壌
等
の
輸
送
に
つ
い
て

（
８
月
11
日
〜
９
月
10
日
）

　
富
岡
町
、
楢
葉
町
、
会
津
美
里

町
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設
の
保
管
場

へ
の
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
有
地
へ
の
学
校
等
か
ら

の
搬
入
で
は
、
郡
山
市
、
田
村
市
の

中
学
校
か
ら
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
お
お

く
ま
へ
の
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

○
環
境
安
全
委
員
会
に
つ
い
て

　
９
月
１
日
に
福
島
県
、
大
熊
町

お
よ
び
双
葉
町
等
の
委
員
か
ら
な

る
中
間
貯
蔵
施
設
環
境
安
全
委
員

会
（
第
５
回
）
が
開
催
さ
れ
、
工

事
や
輸
送
の
状
況
等
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
安
全
確
保
に
努
め
て

中
間
貯
蔵
施
設
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所
　

　
中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所

　
調
査
設
計
課

　
　
０
２
４(

５
６
３)

１
２
９
３

　
い
わ
き
出
張
所
　
環
境
対
策
課

問
☎

問

問

対象水路
位置図

☎

上井水路
中井水路

坂下水路

熊堰水路
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　　実施。補修対応中の林道▼

海渡神社を視察する
環境大臣・町長・根本行政区長
海渡神社を視察する
環境大臣・町長・根本行政区長

農
業
用
施
設
（
開
水
路
）
の
被
災
状
況
調
査
の
た
め

　
　
　水
路
周
辺
の
草
刈
・
測
量
等
実
施
し
て
い
ま
す

　
東
北
農
政
局
で
は
、
農
業
用
施

設(

開
水
路)

に
対
す
る
被
災
状

況
を
確
認
す
る
た
め
、
水
路
周
辺

の
刈
払
い
、
測
量
、
目
視
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
調
査
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象
施
設
（
下
図
参
照
）

　
坂
下
水
路
　
3.0
㎞

　
上
井
水
路
　
2.0
㎞

　
中
井
水
路
　
1.5
㎞

　
熊
堰
水
路
　
3.0
㎞

○
業
務
期
間

　
平
成
28
年
７
月
13
日

　
　
　
　
〜
平
成
29
年
３
月
10
日

○
発
注
者

　
東
北
農
政
局
　

　
農
村
振
興
部
　
防
災
課
　
　

○
作
業
機
関

　
Ｎ
Ｔ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式

　
会
社 

東
北
支
社

　
東
北
農
政
局

　
農
村
振
興
部
防
災
課
　
　
　
　 

　
　
０
２
２(

２
６
３)

１
１
１
１

　
い
わ
き
出
張
所
　
復
興
事
業
課

屋
根
養
生
工
事
に
つ
い
て

　
町
で
は
シ
ー
ト
に
よ
る
屋
根
養

生
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
　

　
一
時
帰
宅
さ
れ
た
際
に
、
台
風
等

に
よ
る
シ
ー
ト
の
は
が
れ
や
飛
散
、

シ
ー
ト
の
劣
化
等
に
お
気
づ
き
に
な

ら
れ
た
方
も
今
年
度
内
に
再
養
生
の

工
事
が
可
能
で
す
。
期
限
内
に
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
対
象
地
域
　
町
内
全
域

○
申
込
期
限

　
平
成
28
年
12
月
9
日
（
金
）
ま
で

※

期
限
を
過
ぎ
て
の
お
申
し
込
み

　
に
つ
い
て
は
来
年
度
の
施
工
と

　
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

　
了
承
く
だ
さ
い

　
い
わ
き
出
張
所
　
復
興
事
業
課

中
間
貯
蔵
施
設

　保
管
場
へ
の
輸
送

○
除
染
土
壌
等
の
輸
送
に
つ
い
て

（
８
月
11
日
〜
９
月
10
日
）

　
富
岡
町
、
楢
葉
町
、
会
津
美
里

町
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設
の
保
管
場

へ
の
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
有
地
へ
の
学
校
等
か
ら

の
搬
入
で
は
、
郡
山
市
、
田
村
市
の

中
学
校
か
ら
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
お
お

く
ま
へ
の
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

○
環
境
安
全
委
員
会
に
つ
い
て

　
９
月
１
日
に
福
島
県
、
大
熊
町

お
よ
び
双
葉
町
等
の
委
員
か
ら
な

る
中
間
貯
蔵
施
設
環
境
安
全
委
員

会
（
第
５
回
）
が
開
催
さ
れ
、
工

事
や
輸
送
の
状
況
等
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
安
全
確
保
に
努
め
て

中
間
貯
蔵
施
設
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所
　

　
中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所

　
調
査
設
計
課

　
　
０
２
４(

５
６
３)

１
２
９
３

　
い
わ
き
出
張
所
　
環
境
対
策
課

問
☎

問

問

対象水路
位置図

☎

上井水路
中井水路

坂下水路

熊堰水路
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全会津中学駅伝でタスキつなぐ
　

9
月
6
日
、
会
津
総
合
運
動

公
園
で
第
64
回
全
会
津
中
学
校

体
育
大
会
の
駅
伝
競
走
大
会
が

行
わ
れ
、
大
熊
中
学
校
も
男
子
、

女
子
そ
れ
ぞ
れ
に
出
場
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
全
校
生
徒
が
選
手

た
ち
を
応
援
す
る
た
め
会
場
に

集
ま
り
、
名
前
の
入
っ
た
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
、
声
援
を
送

り
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
最
後
ま
で
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
他
校
か
ら
も

温
か
い
声
援
を
受
け
な
が
ら
見

事
ゴ
ー
ル
。
選
手
一
人
ひ
と
り

が
力
を
発
揮
し
、
健
闘
し
た
駅

伝
競
争
大
会
で
し
た
。

力走した選手たち

　

大
規
模
な
自
然
災
害
な
ど
の

緊
急
事
態
に
備
え
た
町
民
の
避

難
所
と
し
て
、
東
京
電
力
の
関

連
会
社
・
東
京
エ
ネ
シ
ス
の
新

事
務
所
「
福
島
総
合
支
社
」
が

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
事
務
所
は
居
住
制
限
区
域

の
熊
字
錦
台
に
建
設
さ
れ
、
１

階
の
約
１
０
０
０
㎡
が
緊
急
時

に
避
難
所
と
な
り
ま
す
。
汚
染

さ
れ
た
外
気
を
浄
化
す
る
空
気

清
浄
機
能
付
き
給
気
フ
ァ
ン
、

水
や
食
料
の
備
蓄
倉
庫
、
停
電

用
発
電
設
備
な
ど
を
整
え
、
２

０
０
人
が
３
日
間
滞
在
で
き
ま

す
。

　

同
社
の
熊
谷
努
社
長
と
渡
辺

町民の避難所に指定

協定書にサインした渡辺町長（左）と熊谷社長

利
綱
町
長
が
９
月
７
日
、
新
事

務
所
で
避
難
所
指
定
に
関
す
る

協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。
渡

辺
町
長
は
「
今
後
、
帰
町
に
向

け
た
動
き
が
活
発
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
避
難
所
は
安
全

安
心
の
観
点
か
ら
大
き
な
意
味

を
持
つ
」
と
あ
い
さ
つ
。
熊
谷

社
長
も
「
一
日
も
早
い
福
島
の

復
興
の
た
め
、
避
難
所
機
能
を

維
持
し
、
改
善
を
図
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
東
京
パ
ワ
ー
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
建
設
す
る
新
事

務
所
も
、
緊
急
時
の
町
民
避
難

所
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

平
成
28
年
度
大
熊
町
長
杯
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
8
月
27

日
、
北
塩
原
村
の
グ
ラ
ン
デ
コ

リ
ゾ
ー
ト
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
台
風
に
よ

る
雨
風
の
中
、
72
人
が
出
場
。

霧
の
中
で
プ
レ
ー
す
る
な
ど
厳

し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、

全
員
最
終
ホ
ー
ル
ま
で
元
気
に

プ
レ
ー
し
ま
し
た
。　

▽
男
子
①
佐
藤
秀
一
②
泉
篤
③
冨

田
英
市
④
青
山
六
郎
⑤
大
西
義
昭

▽
女
子
①
菅
原
幸
子
②
志
賀
幸
子

③
冨
田
睦
子
④
長
谷
川
三
重
子
⑤

秋
本
良
子

町長杯パークゴルフで熱戦

雨の中で競技した出場者

避難所に指定された新事務所



若松の復興公営住宅、鍵引き渡し

金婚夫婦14組を表彰

　

会
津
若
松
市
の
復
興
公
営
住

宅
・
城
北
団
地
が
完
成
し
、
８

月
25
日
に
入
居
者
へ
の
鍵
引
き

渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

団
地
は
全
21
棟
30
戸
で
、
こ
の

う
ち
16
棟
20
戸
は
解
体
し
た
仮

設
住
宅
の
木
材
を
再
利
用
し
て

い
ま
す
。
式
で
は
入
居
者
代
表

の
武
内
正
則
さ
ん
、
猪
股
慶
蔵

県
会
津
若
松
建
設
事
務
所
長
、

渡
辺
利
綱
町
長
ら
が
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
し
て
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。
同
団
地
へ
の
入
居
は
９
月

１
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
問

い
合
わ
せ
は
県
復
興
公
営
住
宅

入
居
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４

（
５
２
２
）
３
３
２
０
へ
。

　

第
30
回
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦

表
彰
式
が
９
月
６
日
、
町
役
場

会
津
若
松
出
張
所
で
行
わ
れ
、

対
象
の
14
組
を
た
た
え
ま
し

た
。
式
に
は
佐
藤
勝
男
さ
ん
・

ミ
サ
ヲ
さ
ん
夫
婦
ら
５
組
が
出

席
し
、
主
催
す
る
福
島
民
報
社

の
鞍
田
炎
会
津
若
松
支
社
長
か

ら
表
彰
状
を
受
け
ま
し
た
。
渡

辺
利
綱
町
長
、
鈴
木
光
一
町
議

会
議
長
、
渡
部
正
勝
町
社
会
福

祉
協
議
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
今
回
対
象
と
な
っ
た
夫

婦
が
結
婚
し
た
の
は
昭
和
41

年
。
日
本
の
総
人
口
が
初
め
て

１
億
人
を
超
え
、
ビ
ー
ト
ル
ズ

が
来
日
し
た
年
で
し
た
。

金婚夫婦をたたえた表彰式

テープカットする出席者

溶融核燃料の分析施設が着工
　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
で
溶
け
落
ち
た
核
燃
料
や
放

射
性
廃
棄
物
（
燃
料
デ
ブ
リ
）

の
分
析
、
処
理
方
法
を
研
究
す

る
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
「
大
熊
分
析

・
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
町
内
の

同
原
発
敷
地
内
で
着
工
し
ま
し

た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
３
つ
の
建
物

で
構
成
さ
れ
、
今
回
着
工
し
た

の
は
実
験
デ
ー
タ
の
解
析
や
事

務
作
業
な
ど
を
行
う
施
設
管
理

棟
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
４
階
建
て
で
居
室
や
会
議
室

センターの完成イメージ

くわ入れする出席者

な
ど
を
備
え
ま
す
が
、
放
射
性

物
質
は
取
り
扱
わ
な
い
施
設
で

す
。
平
成
30
年
度
の
運
用
開
始

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

低
線
量
の
が
れ
き
な
ど
を
扱
う

第
１
棟
、
燃
料
デ
ブ
リ
や
高
線

量
の
が
れ
き
な
ど
を
扱
う
第
２

棟
を
建
設
し
ま
す
。

　

９
月
７
日
に
建
設
予
定
地
で

安
全
祈
願
祭
と
起
工
式
が
行
わ

れ
、
児
玉
敏
雄
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
理
事

長
、
渡
辺
利
綱
町
長
ら
が
く
わ

入
れ
し
ま
し
た
。
渡
辺
町
長
は

「
町
民
が
安
心
し
て
帰
還
で
き

る
環
境
を
整
え
る
た
め
の
重
要

な
施
設
。
廃
炉
作
業
が
確
実
に

進
む
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。
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町
内
の
津
波
に
よ
る
が
れ
き

や
家
屋
解
体
、
片
付
け
で
出
た

廃
棄
物
な
ど
を
処
理
す
る
環
境

省
の
仮
設
焼
却
施
設
の
起
工
式

が
、
９
月
13
日
に
東
工
業
団
地

内
の
町
有
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
施
設
は
廃
棄
物
を
５

分
の
１
～
20
分
の
１
に
減
容
化

す
る
も
の
で
、
平
成
30
年
３
月

の
運
営
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
運
転
開
始
後
は
１
日
２
０

０
ｔ
を
焼
却
処
理
し
て
平
成
34

年
３
月
ま
で
に
処
理
を
終
え
る

予
定
で
す
。
式
に
は
環
境
省
や

受
注
者
の
三
菱
・
鹿
島
共
同
企

業
体
の
関
係
者
、
町
か
ら
は
町

長
、
議
長
、
行
政
区
長
が
出
席

し
、
渡
辺
利
綱
町
長
ら
が
く
わ

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

廃棄物の仮設焼却施設が着工

　

関
東
の
ツ
ー
リ
ン
グ
愛
好
家

団
体
「
群
嶺
飛
通
輪
颶
隊
（
ぐ

れ
び
ツ
ー
リ
ン
グ
た
い
）」
は

９
月
13
日
、
町
役
場
会
津
若
松

出
張
所
を
訪
れ
、
町
へ
の
見
舞

金
を
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

同
団
体
の
寄
付
は
今
回
で
６
回

目
で
す
。
メ
ン
バ
ー
が
経
営
す

る
飲
食
店
に
募
金
箱
を
置
く
な

ど
し
て
寄
付
を
集
め
、
復
興
祈

願
ツ
ー
リ
ン
グ
で
来
県
し
て
届

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回

は
16
人
が
参
加
。
岡
田
博
樹
代

表
は
「
メ
ン
バ
ー
の
楽
し
み
に

も
な
っ
て
お
り
、
長
く
続
け
て

少
し
で
も
復
興
に
役
立
て
ば
と

思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

関東のツーリング団体、６回目の訪問

見舞金を届けたメンバー

くわ入れする出席者

14

まちの話題

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
の
蒔
絵
体
験
が
８
月
19
日

と
26
日
、
町
役
場
会
津
若
松
出

張
所
の
お
お
く
ま
サ
ロ
ン
ゆ
っ

く
り
す
っ
ぺ
で
相
次
い
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

60
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
と

し
た
８
月
19
日
の
「
男
塾
」
で

は
お
盆
に
、
60
歳
以
上
の
男
女

を
対
象
と
し
た
26
日
の
「
の
ほ

ほ
ん
ク
ラ
ブ
」
で
は
手
鏡
に
そ

れ
ぞ
れ
絵
付
け
を
し
ま
し
た
。

蒔
絵
は
漆
器
の
表
面
に
漆
で
絵

や
文
様
を
描
く
漆
工
芸
技
法
の

一
つ
で
す
。
今
回
は
カ
シ
ュ
ー

と
い
う
塗
料
を
使
い
、
自
由
に

絵
を
描
き
ま
し
た
。
繊
細
な
線

２つのイベントで蒔絵体験

男塾の蒔絵体験

を
描
く
作
業
に
、
皆
さ
ん
真
剣

な
表
情
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

季
節
の
花
や
起
き
上
が
り
小
法

師
な
ど
思
い
思
い
の
絵
付
け
を

し
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
蒔

絵
粉
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
表

現
し
、
華
や
か
に
仕
上
げ
て
い

ま
し
た
。
自
分
だ
け
の
作
品
が

完
成
し
「
毎
日
使
い
た
い
」
と

話
し
た
り
「
大
切
に
使
っ
て
い

き
た
い
」
と
使
い
方
に
思
い
を

巡
ら
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 のほほんクラブの蒔絵体験



大熊中に絵画作品寄贈

ねんりんピック出場の伊藤さん激励

震災から５年半、熊川で一斉捜索

イベントで熊川稚児鹿舞を披露

　

二
紀
会
会
員
の
画
家
馬
場
泰

さ
ん
が
９
月
８
日
、
大
熊
中
に

絵
画
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。「
日
ご
ろ
か
ら
頑
張
っ
て

い
る
大
熊
中
生
の
た
め
に
」
と
、

同
校
学
校
評
議
員
の
宗
田
充
さ

ん
の
仲
介
で
実
現
し
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
作
品
は
「
ぼ
く
の

絵
日
記
２
０
０
４
『
風
雷
神

Ａ
』」。
馬
場
さ
ん
は
全
校
生
を

前
に
講
演
し
「
や
め
る
こ
と
は

簡
単
で
、
続
け
る
こ
と
は
難
し

い
。
し
か
し
続
け
る
こ
と
が
正

し
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
」
と

諦
め
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
ま
し
た
。
作
品
は
同
校

の
廊
下
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２
０

１
６
卓
球
交
流
大
会
に
出
場
す

る
伊
藤
昌
夫
さ
ん
が
９
月
15
日
、

町
役
場
会
津
若
松
出
張
所
で
渡

辺
利
綱
町
長
に
出
場
を
報
告
し

ま
し
た
。
競
技
歴
50
年
以
上
の

伊
藤
さ
ん
は
、
県
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
協
会
の
推
薦
で
男
女
６

人
の
本
県
代
表
メ
ン
バ
ー
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
初
出

場
で
「
大
熊
は
元
気
だ
と
、
し

っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
渡
辺
町
長
は

「
勝
敗
だ
け
で
な
く
楽
し
ん
で

き
て
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
大

会
は
10
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
、

長
崎
県
大
村
市
で
開
か
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ち
ょ
う

ど
５
年
半
と
な
っ
た
９
月
11

日
、
町
内
の
熊
川
海
水
浴
場
近

く
で
行
方
不
明
者
の
一
斉
捜
索

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
警
察
、
消

防
関
係
者
ら
約
30
人
が
参
加
。

双
葉
警
察
署
で
出
動
式
を
行

い
、
席
上
、
黙
と
う
を
捧
げ
て

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
同
海
水

浴
場
に
移
動
し
て
が
れ
き
を
調

べ
ま
し
た
。
約
４
時
間
に
わ
た

っ
て
遺
留
品
が
な
い
か
探
し
ま

し
た
が
、
こ
の
日
、
行
方
不
明

者
に
関
す
る
も
の
は
見
つ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

熊
川
稚
児
鹿
舞
保
存
会
は
こ

の
夏
、
伝
統
芸
能
を
紹
介
す
る

県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

し
、
町
の
伝
統
芸
能
を
披
露
し

ま
し
た
。
７
月
31
日
は
秋
田
県

仙
北
市
で
開
か
れ
た
「
青
少
年

東
北
民
俗
芸
能
の
祭
典
２
０
１

６
」
に
、
東
北
各
県
の
団
体
と

と
も
に
出
演
。
笛
と
太
鼓
に
合

わ
せ
て
舞
い
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
８
月
21
日
に
は
会
津
若
松

市
で
開
か
れ
た
「＂
わ
”
で
奏

で
る
東
日
本
応
援
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
６
in
会
津
」
に
特
別
出

演
し
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手

を
浴
び
ま
し
た
。

がれきを捜索する参加者

稚児鹿舞を披露したメンバー

作品を寄贈した馬場さん（左）

健闘を誓った伊藤さん（左）
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避難
を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどのよ

うな想いを抱いているのか、直接避難先へ訪問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載させて
いただいています。
「絆おおくまふれあい通信」を通して届けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」と皆さ
まを「絆〜きずな〜」でつないでいくことができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避難先を訪問し、インタビュー取材をさせていただいています。
※掲載する文章は、インタビューした内容をもとに記者が作成しますので、インタビューをお受けいただいた方

が文章を作成する手間はございません。

おおくまふれあい通信
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「絆おおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場　会津若松出張所　総務課秘書広聴係
電話：0120-26-3844　FAX：0242-26-3794
E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応募先 絆
きずな

　絆おおくまふれあい通信では、避難されている皆さま
へ想いを伝えていただける方を募集しています。避難先
での活動や避難生活で感じていることなど、あなたの想
いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方なら
どなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。



放射性
物質教 ちゃんえておお教 ちゃんえておお
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Part18・セシウムは土壌にどれくらい染みこんでいるの？
大熊町では、平成25年度より町内の土壌や河川水等の放射能分析を行っています。
今回は、平成27年度の測定結果を紹介します。
土壌に含まれている放射性セシウムは、5年経過してどうなっているのでしょうか？
地表面にあった放射性セシウムは、風や雨によってある程度は流されていると同時
に、雨水と共に土壌の奥深くに染み込んでいっていると思いませんか？
それでは、実際にどの程度の放射性セシウムが土壌に染み込んでいるのでしょうか？
下の表は、深さごとにどの程度のセシウムが含まれているか、３年間にわたる測定結
果を示しています。

このデータは、夫沢字中央台の梨畑での継続的な測定を行った結果です。ただし、全く同一の場所からは採
取できないので、誤差も大きいことをご理解ください。
最初に25年度と26年度の表層に近い部分に含まれるセシウムはほとんど変わらないことが分かります。し
かし、深さ10㎝以上のデータをみると、1年経過後には大きく減少しています。
次に27年度の結果を見ると、土壌の深いところまで浸透しているようですが、深さ10㎝を超えたあたりか
ら含まれるセシウムはとても低い値になっています。
この結果の評価はとても難しいのですが、セシウムは土壌中に深く浸透していくわけではなく、ほとんどが
表層に近いところに残ったままであるということを示していると思われます。表層に降り積もったセシウムは
地下深くに浸透してはいかず、雨水等で流されたり、風に飛ばされたりすることで土壌に含まれる濃度が下が
っていると考えます。それらに加えて、放射性物質には半減期というものもあり、自然に減少しています。特
に、セシウム134は2年で最初の量の約半分になります。そのため、半減期の影響をほとんど受けないセシウ
ム137だけで比較してみると、時間の経過とともに明らかに減少しているのが分かります。
まだまだ、分からない部分も多いので、この測定を継続的に行い、経過を観察していきます。

　5年が経過しても、除染を行っていない場所の土壌の表層には高い濃度の放射性セシウムが含まれ
ています。
　しかし、時間の経過と共に土壌に含まれる放射能は減少しているのは間違いないようです。
　加えて、深さが10㎝を超えると土壌に含まれる放射性物質は大きく減少していることが分かりま
す。
　現在行われている除染では、表土から5㎝以上の剥ぎ取りを行っているので、土壌に含まれるほと
んどのセシウムが除去できていると考えます。
　今回測定したのは梨畑です。土壌の固さや含まれる成分等（例：粘土質等や表層の状態）によって
も大きく結果は変わると思います。
　できる限り同一地点で測定を行い、経過を観察していきます。

ここがポイント

セシウム 134 単位：Bq/kg
表層 表層～5㎝ 10-15㎝ 20-25㎝ 25-30㎝

25年度 50000 35000 6700 1100 -

26年度 49000 32000 2700 420 -

27年度 16000 580 220 150 110

セシウム 137� 単位：Bq/kg
表層 表層～5㎝ 10-15㎝ 20-25㎝ 25-30㎝

25年度 120000 86000 16000 2500 -

26年度 140000 91000 7500 1200 -

27年度 69000 2400 1100 470 340



町政懇談会を開催します
　町では、下記のとおり町政懇談会を開催します。町の復興状況や各課事業の進ちょ
くについて約30分説明した後、質疑応答を行います。皆さまのご意見を広くお聞き
し、今後の町政に反映させていきたいと考えています。
　多くの皆さまのご参加をお待ちしています。

開催日 開催時間 開催地 会　　　　　　　　場

10月14日（金） 午後２時～午後４時 郡山市
ビッグパレットふくしま　プレゼンテーシ
ョンルーム　　　　

（郡山市南二丁目52）

10月16日（日）
午後１時３０分～
午後３時３０分

いわき市
いわき明星大学　AV大講義室

（いわき市中央台飯野5-5-1）

10月17日（月）
午後１時３０分～
午後３時３０分

水戸市
茨城県産業会館　研修室

（茨城県水戸市桜川2-2-35）

10月21日（金）
午後１時３０分～
午後３時３０分

柏崎市
柏崎市文化会館アルフォーレ　会議室

（新潟県柏崎市日石町4-32）

10月22日（土） 午前１０時～正午 東京都
全国町村会館　ホールB

（東京都千代田区永田町1-11-35）

10月22日（土） 午後３時～午後５時 福島市
ホテル福島グリーンパレス　東の間

（福島市太田町13-53）

10月24日（月） 午後２時～午後４時 会津若松市
アピオスペース　展示ホール

（会津若松市インター西90）

10月25日（火）
午後１時３０分～
午後３時３０分

南相馬市
市民情報交流センター　大会議室

（南相馬市原町区旭町二丁目7-1）

10月26日（水） 午前１０時～正午 仙台市
仙都会館　会議室5F-B

（宮城県仙台市青葉区中央二丁目2-10）

※お願い
　仙台会場には駐車場がありません。また、その他の会場でも駐車場には限りがありますので、相乗

りでのご来場や公共交通機関のご利用にご協力ください。会場によっては、周辺の有料駐車場をご利

用いただく場合もございますのでご了承ください。

問大熊町役場会津若松出張所　総務課　秘書広聴係
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予約時には問い合わせ番号をお伝えいただくと手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号
は各世帯固有の番号となっています。
※�立入り休止日にやむを得ない事情（命日による墓参立入等）により立入りを希望する場合は
環境対策課へ直接ご相談願います。

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

【一時立入り受付コールセンター】

●電  話  番  号：0120-461-362（フリーダイヤル）
●予約受付時間：平日8:00～20:00、土日・祝日8:00～17:00

・平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。
・お盆・お彼岸などは、立入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設

けさせていただくことがあります。専用ＨＰ等でご確認ください。
・公益一時立入りの受付・お問い合わせは、これまでどおり環境対策課にご連絡ください。
・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。

平成28年度10月、11月の
一時立入りのご案内

　一時立入りを実施する際には事前予約が必要となりますので、実施スケジュ
ールをご確認のうえ、コールセンターへお電話でお申し込みください。

（平成28年度から電話番号が変わっています。ご注意ください。）

※後期（10～３月分）の日程を各世帯主さまへ個別に案内文書を発送しています。
※実施スケジュールや最新の予約状況は、専用HP（http://www.ichijitachiiri.com）でご覧いた
だけます。

※立入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地にて、通行証、個人線量計、
防護装備等をお渡します。

※お帰りの際には、中継基地にこれらを返却していただくとともに、スクリーニングを受けて
いただきます。

　なお、マイカーによる立入りは、立入り希望日前日の20:00（土日・
祝日は17:00）までにお申し込みください（予約がない方の立入りは認
められません。また、立入り日当日の受付はできません）。
　また、バスによる立入りは、各月のバス立入り初日の１か月前までにお
申し込みください。
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10、11月の一時立入りスケジュール（マイカー）
【注意】気象状況により、やむを得ず一時立入りを中止することがあります。

一時立入り実施スケジュール【平成28年11月分】� ■…マイカー立入り、■…バス立入り、■…立入り休止

月 平成28年11月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜　日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

バ
ス
立
入
日

年 平成28年 平成29年
月 11月 12月 3月
日 18日 19日 16日 17日 17日 18日

曜　日 金 土 金 土 金 土
毛萱・波倉

スクリーニング場 大熊町 40世帯 40世帯 40世帯 40世帯 40世帯 40世帯

申し込み締切日 10月17日㈪ 11月15日㈫ 2月16日㈭

一時立入りスケジュール（バス）

一時立入り実施スケジュール【平成28年10月分】� ■…マイカー立入り、■…バス立入り、■…立入り休止

月 平成28年10月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場
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　「大熊町ふるさとまつりinいわき」を10月
29日（土）に開催します。

人気芸人によるお笑いライブやふれあいコ
ンサートなど皆さんに楽しんでいただけるイ
ベントを準備しました。今年はフラガールズ
甲子園で最優秀賞に輝いた平商業高校フラダ
ンス愛好会の皆さんが出演してくれます！

また、お子さんから大人まで楽しめるワン
ちゃんたちのパフォーマンス「わんわん大サ
ーカス」もやってきます。ご家族でお楽しみ
ください。
※当日は、会場周辺の臨時駐車場からシャト

ルバスを運行します。交通誘導員の指示に
従って駐車してください。臨時駐車場は数
に限りがあり、混雑が予想されますので、
お車でお越しの際は乗り合わせにご協力を
お願いします。
時10月29日（土）　午前10時～午後３時
・午前10時　開会式
・午前10時30分
　平商業高校フラダンス愛好会
・午前11時10分
　わんわん大サーカス（1回目）
・午前11時50分　町民芸能発表

「ふるさとまつりinいわき」を開催します

※ 鎌倉駅東口と店周辺でおおちゃん、くうちゃんのう
ちわを持ったスタッフが道案内を行います。

費大人 2,000円、小学生 1,000円（お子様メニュー）
内�相模湾でとれた魚や鎌倉野菜を使った和食御膳を食べな

がら、自由歓談会！
　役場職員も参加します♪
期10月24日（月）まで
申問大熊町コミュニティ支援広域事務所
 （電話受付時間：平日午前10時～午後4時）
電0246-88-9317　F0246-88-9318
 kanto@town-okuma.jp
当日連絡先　電070-5074-7457（担当：大熊あゆ美）

谷本賢一郎 ダンディ坂野

・午後0時40分
　お笑い芸人ライブ（ダンディ坂野）
・午後1時30分
　ふれあいコンサート（谷本賢一郎）
・午後2時30分
　わんわん大サーカス（2回目）
・午後3時　終了
※ステージイベントの内容及び時間は変更に

なる場合がありますので予めご了承くださ
い。
場大熊町役場いわき出張所東側駐車場
　（いわき市好間工業団地1-43）
※臨時駐車場
・㈱エイブル様駐車場
・㈱アイシーエレクトロニクス様駐車場
・好間工業団地第一応急仮設住宅（一部）
問大熊町観光協会（大熊町商工会内）
電080（1662）1193
電080（1662）1194
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時午前11時30分～午後1時30分 (午前11時開場)
場鎌倉和食　楠の木 (神奈川県鎌倉市小町2丁目6-5)
〈交通アクセス〉
◇電車でお越しの場合：鎌倉駅東口から徒歩5分

小町通りを直進し、「鎌倉壱番屋」(せんべい屋)の角を左折し、50ｍ奥が会場です。

～鎌倉で秋の味覚を感じながら、

大熊のみんなと楽しいひとときを過ごそう♪～

11月5日(土) おおくま交流会in鎌倉

今年も日本赤十字社福島県支部では、震災
前の地域住民のつながりを蘇らせる機会とし
て、町民同士の交歓交流会を開催します。ぜ
ひご参加ください。
時11月８日（火）　午前11時～午後3時
場飯坂温泉「ホテル聚楽」
　（福島市飯坂町西滝ノ町27）
　電024（541）2501
対大熊町民
定180人（先着順。定員となり次第受付終了）
内大熊町民同士の交歓交流、バイキングによ
る昼食、温泉入浴など、赤十字奉仕団による
支援活動
費�無料。バス代、昼食（アルコール類を除く）、

入浴料は主催者負担
　※バス乗降場所までの交通費は個人負担
期10月6日（木）～10月17日（月）

午前８時30分～午後５時（土・日・祝日
を除く）
問大熊町役場会津若松出張所　生活支援課
◆申込方法
　電話および窓口で受け付け
◆申込先
　大熊町役場会津若松出張所　生活支援課

※申込時に、参加者各々の氏名、年齢、大
熊町住所、避難先住所、連絡先電話番号
およびバス乗降場所をお伝えください。

◆その他
会場に自家用車などで直接集合する場合は

ご相談ください。
◆主催・日本赤十字社福島県支部
　共催・大熊町・大熊町社会福祉協議会
　協力・赤十字奉仕団等
◆バス乗降場所

会津地区

大熊町の各応急仮設住宅、
復興公営住宅（年貢町団地）、
ＪＲ会津若松駅、
町役場会津若松出張所

浜通り地区

大熊町の各応急仮設住宅、
復興公営住宅（下神白団地）、
ＪＲ相馬駅、ＪＲ原ノ町駅、
ＪＲいわき駅、ＪＲ泉駅

中通り地区
復興公営住宅（東原団地）、
ＪＲ福島駅、ＪＲ郡山駅、
町役場中通り連絡事務所

※ バスの乗降時間等は後日、直接お知らせし
ます。
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～この機会に“自分のカラダ”と向き合ってみませんか？～

各健診日程
【大熊町主催の健診】
◎総合健診◎

地　　区 月　日 受付時間 場　所

会津若松市

10月17日（月）

8:00～10:00 会津アピオスペース　展示ホール10月18日（火）

10月19日（水）

い わ き 市

10月20日（木） 9:30～11:30
いわき・ら・ら・ミュウ　2階研修室

10月21日（金） 9:30～11:30

10月22日（土） 8:00～10:30
大熊町役場いわき出張所

10月23日（日） 8:00～10:30

10月26日（水） 9:30～11:30 いわき新舞子ハイツ

10月27日（木） 9:30～11:30
グランパルティいわき（※平の結婚式場です。）

10月28日（金） 9:30～11:30

郡 山 市
10月24日（月）

9:30～11:00
福島県農業総合センター　
大会議室・多目的ホール10月25日（火）

◎乳がん検診◎
11月より順次開始予定となっております。意向調査等にて集団検診を希望された方に後日案内等

を発送させていただきます。（対象者は平成29年3月31日時点で40歳以上の偶数年齢の女性です。）
◎子宮がん検診◎

町が行っている集団検診は終了しましたが医療機関による施設検診を、いわき市では10月まで、
会津若松市・郡山市・福島市・相馬地区では12月まで受診できます。ご希望の方はお問い合わせく
ださい。
※施設検診では骨粗しょう症検査は行っていません。

【県内他市町村】
　それぞれの市町村と調整を行い、順次健診の案内をお送りしています。ご希望に添えない場合もあ
りますので、ご了承ください。

【県外】
　町が公益財団法人結核予防会に委託し、避難先の医療機関（結核予防会が契約している医療機関）
にて受診できます。
　案内については、県が実施する「県民健康調査」と同時に、希望の有無に関わらず県外に避難され
ている方（避難先を県外に登録されている方）全員にお送りしています。（７月に発送済）
　受診期間が1月31日までですので、早めに予約をし、受診してください。（申込期間は1月10日まで）

～県民健康調査とは～
長期にわたる県民の皆様の健康管理を目的として、これまで健診を受ける機会がなかった方に

対して、新たに健診の機会を設けるため福島県が実施しています。
　通常の町実施の健診では検査しない項目を上乗せし行っています。

問大熊町役場いわき出張所健康介護課　保健衛生係
会津若松出張所福祉課　健康介護係
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特定健診は４０歳～７４歳の方を対象に、メタボリックシンドロームに着目した生活習慣病
予防のための健診です。生活習慣病である糖尿病・高血圧・高脂血症などは早期の段階ではほ
とんど自覚症状がないため、静かに進行していきます。そのまま放置すると、心疾患や脳血管
疾患など命に関わる重大な病気を引き起こす危険が増大します。
また、健診後には特定保健指導を活用して生活習慣病を予防しましょう。

平成28年度大熊町総合健診
震災後「体重が増えてしまった」､「血圧が高くなった」等の声をよく耳にします。

健診を受けていない方や受けてもそのままに・・・なんて方も多くいらっしゃるので
はないでしょうか？

この機会に自分の健康状態を確認し、生活習慣を見直してみませんか？

【特定健診を受けましょう】

「がん」は日本人の死因の第１位です。２人に１人が「がん」にかかり､３人に１人が「がん」
で亡くなっています。
しかし、早期発見・早期治療ができれば生存率を高めることができます。

【がん検診を受けましょう】

【大熊町実施の健診内容】
健（検）診名 対象者および対象年齢 内　　　容

一般健診
（特定健診・後期高齢者健診・
県民健康調査）

※ 特定健診・後期高齢者健診
を受診した方は県民健康調
査の「健康診査｣ 同時に実
施したことになります

※ 保険の区分で呼び方が変わりますが、
内容はほぼ同じです。

【特定健診】
・40歳～74歳の国保加入者
・40歳～74歳の社会保険の被扶養者

（社会保険の被扶養者は受診券が必要
です）

【後期高齢者健診】
・75歳以上の後期高齢者医療保険加入者

【県民健康調査】
・20歳～39歳の方

身長・体重測定、尿、血圧、
血液、眼底、心電図、腹囲測定、
尿中塩分量測定等

◎ 40歳～74歳の社会保険（本人）
の方は町が実施する特定健診を
受けることは できませんが、
がん検診受診の方に限り「県民
健康調査」を同時に受けること
ができます。

胸部検診（肺がん検診）
40歳以上

（65歳以上の方：結核検診含む）
胸部X線間接撮影

（レントゲン）

胃がん検診 20歳以上 バリウムＸ線撮影

大腸がん検診 20歳以上 便潜血反応検査（２日間）

肺がん検診（喀痰） 40歳以上 喀痰検査（３日間）

前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査

肝炎ウイルス検査 40歳以上の未受診の方 血液検査

歯周病検診 20歳以上 だ液検査

胃がんリスク検診
40歳以上の未受診の方
※ 胃がんリスク検診のみの受診はできま

せん。
血液検査

※対象年齢とは平成 29 年３月 31 日時点での年齢です。ただし、後期高齢者
健診のみ、健診日に 75 歳を迎えている方が対象となります
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インフルエンザ予防接種の費用を助成します
　インフルエンザ予防接種について、高齢者とお子さんに対して予防接種費用の助成を行い
ます。
　詳しくは次の通りとなりますので、体調の良いときに早めに接種しましょう。

１．季節性（高齢者）インフルエンザ　（65歳以上の方に個別通知します。）　

対 象 者

・接種日に年齢が65歳以上の希望者
・60歳以上65歳未満の方で心臓やじん臓・呼吸器に重い病気のある方の希望者、

ヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に障がいがある方の希望者
　（障がい者手帳1級程度の方）

接種対象期間 平成28年10月１日（土）～12月31日（土）まで　

接 種 回 数 １回のみ対象になります。

料　　　 金 対象者は無料です。

接 種 場 所 各医療機関（接種の際は必ず予約を入れてください）

接
種
方
法

県　内

・予診票をお送りします。直接医療機関で予約し接種してください。
いわき市は10月15日から、会津若松市は11月１日から、郡山市は10月11日か
らの接種になります。

（開始時期は各地域、医療機関によって異なります。電話等にて確認して接種し
てください）

県　外
・避難先登録市区町村の予防接種担当課に連絡して、接種手続きをしてください。
・料金がかかった場合は、接種料金を還付します。その場合は、助成申請書・領収

書（原本）・予診票（コピー）の３点を下記係まで提出してください。

２．小児インフルエンザ
 注：任意接種ですので自費となりますが、接種費用全額を助成します

対 象 者 生後６ヵ月～中学校３年生まで　

接種対象期間 平成28年10月1日（土）～平成29年1月31日（火）まで

助 成 回 数
６か月～13歳未満→２回接種分（２回接種する方は、２回分まとめて申請してく
ださい。）
13歳以上～中学３年生→１回接種分

接 種 場 所 各医療機関（接種の際は必ず予約を入れてください）

持 参 物 母子（親子）健康手帳、保険証、診察券

備　　　 考 予診票は医療機関の予診票をお使いください。

申 請 方 法

・助成申請書は、いわき・会津若松・郡山の各事務所に備えつけてあります。郵送
することもできますので、必要な方は下記までご連絡ください。（ホームページ
からダウンロードすることもできます）

・予防接種費用を一度自己負担していただき、その後助成申請書・領収書（原本）
・予診票または母子健康手帳のコピー（接種日が記載されている部分）の３点を
下記係へ提出してください。

※接種終了後1ヵ月以内に助成申請の手続きをしてください。

問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　保健衛生係
　会津若松出張所　福祉課　健康介護係
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おたふくかぜ、ロタウイルスワクチン
４月にさかのぼって助成します

　10月1日から「おたふくかぜ」、「ロタウイルスワクチン」任意接種の助成が始まります。

　助成を希望される方は次の通り申請してください。

予防接種名 助成対象者 助成内容

おたふくかぜ
大熊町に住所を有する、おたふくかぜにかかったことのない
満１歳から７歳未満の小学校就学前の幼児

1回×全額

ロタウイルスワクチン
１価（２回経口接種）

大熊町に住所を有する、生後6週～24週に達するまでの乳児 2回×全額

ロタウイルスワクチン
５価（３回経口接種）

大熊町に住所を有する、生後6週～32週に達するまでの乳児 3回×全額

◆申請方法： 「任意予防接種助成金交付申請書」に必要事項を記入し、添付書類を添えて窓

口または郵送してください。予防接種１種類につき、１枚の申請書が必要なた

めご注意ください。

◆申請に必要なもの： ①任意予防接種助成金交付申請書②印鑑③領収書（原本）④予診票ま

たは母子健康手帳のコピー（接種日が記載されている部分）

◆申請場所：大熊町役場いわき出張所健康介護課、会津若松出張所福祉課

【注意】

・平成28年10月１日以前に予防接種を受けた方については、平成28年４月にさかのぼり助

成します。

・接種終了後１ヵ月以内に助成申請の手続きをしてください。複数回接種する場合は、最後

に接種したときから1カ月以内です。申請期限を過ぎると助成できない場合がありますの

でご注意ください。

・領収書がない場合は「予防接種費用助成申請書」をご利用ください。予防接種費用助成申

請書の下段「予防接種実施証明書」は医師に記入していただく必要があり、文書料金が発

生する場合がありますのでご注意ください。

・各申請書はいわき・会津若松・郡山の各事務所に備えつけてあります。ホームページから

ダウンロードすることもできます。必要な方は健康介護課または福祉課までご連絡くださ

い。

問大熊町役場いわき出張所　健康介護課　保健衛生係

　会津若松出張所　福祉課　健康介護係
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う
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
い
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

と
は
、
先
発
医
薬
品
の
特
許
期
間
が
切
れ

て
か
ら
作
ら
れ
た
薬
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
変
え
る
こ
と
で
薬
代
は
大
幅

に
安
く
な
り
、
経
済
的
な
負
担
が
減
る
の

で
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
家
計
だ
け
で
な
く
、
国

町の総合健診日程

　「特定健診」は 40歳から 74歳のすべての人 (※) を対象とした生活習慣病予防のための健診です。
　生活習慣病の要因を作ると言われている内臓脂肪型肥満は、糖尿病、脂質異常症、高血圧などの
症状を引き起こし、重症化すると脳梗塞や心筋梗塞といった病気を発症させます。
　県内では、10月中旬から下記の日程により実施される総合健診（町の集団健診）で受診できます。
県外では、7月下旬に送付された全国の指定医療機関で、来年の１月末まで受診できますので、こ
の機会にぜひ健診を受けていただき、ご自身の健康のバロメーターにしてください。
※国保の方と社会保険の被扶養者（ただし受診券をお持ちの方）の方が町の総合健診で受診できます。
　社会保険（本人）の方は所属する会社にて受けてください

特定健診の様子

年に１度は特定健診を受けましょう

実施地区 日　　程 会　　場

会津若松市 １０月１７日（月）・１８日（火）・１９日（水） 会津アピオスペース

１０月２０日（木）・２１日（金） いわき・ら・ら・ミュウ

１０月２２日（土）・２３日（日） 大熊町いわき出張所

１０月２６日（水） いわき新舞子ハイツ

１０月２７日（木）・２８日（金） グランパルティいわき

郡山市 １０月２４日（月）・２５日（火） 県農業総合センター

いわき市

　
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
国
民
健
康
保
険
制
度
が
あ
り
ま

す
。
国
保
加
入
者
が
納
め
る
国
民

健
康
保
険
税
は
、
医
療
費
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
に

充
て
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
国
保

の
医
療
費
の
仕
組
み
や
決
算
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
と
医
療
費
の
仕
組
み

　
国
保
は
、
町
が
保
険
者
と
な
っ

て
、
国
保
加
入
者
が
医
療
機
関
を

受
診
し
た
際
の
医
療
費
の
自
己
負

担
分
を
除
い
た
医
療
費
を
、
審
査

機
関
で
あ
る
国
保
連
合
会
を
通
し

て
医
療
機
関
に
支
払
い
ま
す
（
現

在
は
10
割
給
付
で
す
）。

総
医
療
費
は
17
億
２
７
１
６
万
円

　
平
成
27
年
度
に
か
か
っ
た
国
保

の
総
医
療
費
で
、
大
熊
町
（
保
険

者
）
が
医
療
機
関
な
ど
に
支
払
っ

た
額
は
、
17
億
２
７
１
６
万
円
で

す
。

　
医
療
費
を
一
人
当
た
り
に
す
る

と
42
万
３
３
６
３
円
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
県
内
市
町
村
の
中
で
５
番

目
に
高
額
な
医
療
費
で
す
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
に

２
億
４
９
８
９
万
円
を
納
付

　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
は
、
医
療
費
の
約
４
割
が

国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組
合

な
ど
の
医
療
保
険
か
ら
拠
出
さ
れ

る
支
援
金
に
な
り
ま
す
。

介
護
納
付
金
に

１
億
１
３
６
６
万
円
を
納
付

　
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
数

に
応
じ
て
、
40
〜
64
歳
ま
で
の
被

保
険
者
が
支
払
う
も
の
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
抑
制
は
一
人
ひ
と
り

の
健
康
維
持
か
ら

　
医
療
費
な
ど
の
財
源
に
は
、
国

や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
充
て

て
い
ま
す
が
、そ
の
割
合
は
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
医
療
機
関
の
受
診
が

増
え
て
医
療
費
な
ど
が
伸
び
る
と
、

国
保
税
の
増
額
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
健

康
維
持
に
努
め
て
、
医
療
費
を
抑

制
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

平成２７年度国民健康保険医療費のまとめ

国
保
と
医
療
費
の
仕
組
み

加入手続きをし、保険税を納める

保険証を交付

医療費の審査結果を通知

医療費を支払う

医療を行う

医療費を支払う

医療費を請求する

医療費を支払う

大熊町
（保険者）

 福島県国保連合会
 （審査委員会）

医療機関
（保険医）

被保険者（加入者）

平
成
27
年
度
国
保
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
決
算
の
内
訳

0%
国保税

33%
国庫補助金

15%
災害補填

7%
退職者医療交付金

7%

前期高齢者
交付金

22%

共同事業
交付金

3%
基金繰入

5%
他会計繰入金

4%
県補助金 0%

その他
4%

繰越金

歳入 28億8,728万円

1%
総務費

65%
医療費など

0%
老人保健

4%
介護納付金

18%

共同事業
拠出金

1%
保健事業費

0%
基金積立金

2%
その他 9%

高齢者納付金

歳出 26億7,904万円
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健  康  第  一  ～健康と医療費の関係～

全
体
の
医
療
費
の
軽
減
に
も
大
き
く
貢

献
し
、
医
療
制
度
を
守
る
た
め
に
役
立

ち
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
す
る
方
は
、
受
診
や
調
剤
の
際
に
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
通
知
を
対
象

の
皆
さ
ん
に
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
医
療
費
通
知
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
国
保
加
入
世
帯
の
皆
さ
ん
へ
１
年
間

に
か
か
ら
れ
た
医
療
費
通
知
書
を
送
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
参
考
に
各
世
帯
で
健

康
管
理
へ
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

医
療
機
関
を
適
正
に
受
診
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
機
関
の
適
切
な
利
用
を

お
願
い
し
ま
す

　
適
正
な
受
診
を
心
が
け
る
こ
と
で
医

療
費
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
は
し
ご
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
同
じ
病
気
や
ケ
ガ
で
複
数
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
と
、
同
じ
よ
う
な
診
察
、

検
査
、
投
薬
が
繰
り
返
さ
れ
、
適
切
な

医
療
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。「
か
か
り
つ

け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
必
要
に
応

じ
て
専
門
医
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る
の

で
、
日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
を
決
め

て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
相
談
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
時
間
外
・
休
日
の
受
診
は
慎
重
に

　
時
間
外
や
深
夜
、
休
日
に
受
診
す
る

と
「
時
間
外
加
算
」、「
休
日
加
算
」
な

ど
の
割
増
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
具
合

が
悪
い
と
き
に
は
早
め
に
診
療
時
間
内

に
受
診
す
る
よ
う
に
し
、
緊
急
事
態
以
外

の
利
用
は
で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
い
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

と
は
、
先
発
医
薬
品
の
特
許
期
間
が
切
れ

て
か
ら
作
ら
れ
た
薬
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
変
え
る
こ
と
で
薬
代
は
大
幅

に
安
く
な
り
、
経
済
的
な
負
担
が
減
る
の

で
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
家
計
だ
け
で
な
く
、
国

町の総合健診日程

　「特定健診」は 40歳から 74歳のすべての人 (※) を対象とした生活習慣病予防のための健診です。
　生活習慣病の要因を作ると言われている内臓脂肪型肥満は、糖尿病、脂質異常症、高血圧などの
症状を引き起こし、重症化すると脳梗塞や心筋梗塞といった病気を発症させます。
　県内では、10月中旬から下記の日程により実施される総合健診（町の集団健診）で受診できます。
県外では、7月下旬に送付された全国の指定医療機関で、来年の１月末まで受診できますので、こ
の機会にぜひ健診を受けていただき、ご自身の健康のバロメーターにしてください。
※国保の方と社会保険の被扶養者（ただし受診券をお持ちの方）の方が町の総合健診で受診できます。
　社会保険（本人）の方は所属する会社にて受けてください

特定健診の様子

年に１度は特定健診を受けましょう

実施地区 日　　程 会　　場

会津若松市 １０月１７日（月）・１８日（火）・１９日（水） 会津アピオスペース

１０月２０日（木）・２１日（金） いわき・ら・ら・ミュウ

１０月２２日（土）・２３日（日） 大熊町いわき出張所

１０月２６日（水） いわき新舞子ハイツ

１０月２７日（木）・２８日（金） グランパルティいわき

郡山市 １０月２４日（月）・２５日（火） 県農業総合センター

いわき市

　
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
国
民
健
康
保
険
制
度
が
あ
り
ま

す
。
国
保
加
入
者
が
納
め
る
国
民

健
康
保
険
税
は
、
医
療
費
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
に

充
て
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
国
保

の
医
療
費
の
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組
み
や
決
算
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
と
医
療
費
の
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組
み

　
国
保
は
、
町
が
保
険
者
と
な
っ

て
、
国
保
加
入
者
が
医
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機
関
を

受
診
し
た
際
の
医
療
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の
自
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負

担
分
を
除
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た
医
療
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を
、
審
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機
関
で
あ
る
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保
連
合
会
を
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し

て
医
療
機
関
に
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払
い
ま
す
（
現

在
は
10
割
給
付
で
す
）。

総
医
療
費
は
17
億
２
７
１
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万
円

　
平
成
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度
に
か
か
っ
た
国
保
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総
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費
で
、
大
熊
町
（
保
険

者
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関
な
ど
に
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っ
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は
、
17
億
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１
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で

す
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医
療
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を
一
人
当
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り
に
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と
42
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円
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ま
す
。

こ
れ
は
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市
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の
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で
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目
に
高
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な
医
療
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で
す
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
に

２
億
４
９
８
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万
円
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納
付

　
75
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以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
は
、
医
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の
約
４
割
が

国
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や
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の
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保
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。
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国
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を
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ま
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の
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い
ま
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と
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 福島県国保連合会
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平
成
27
年
度
国
保
特
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会
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決
算
の
内
訳
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国保税

33%
国庫補助金

15%
災害補填
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退職者医療交付金
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前期高齢者
交付金
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交付金
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基金繰入
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他会計繰入金
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県補助金 0%

その他
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繰越金
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総務費

65%
医療費など
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老人保健

4%
介護納付金

18%

共同事業
拠出金

1%
保健事業費

0%
基金積立金
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その他 9%

高齢者納付金
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大
熊
町
で
は
支
給
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
方
に
対
し
、
8
月

26
日
に
「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉

給
付
金
お
よ
び
年
金
生
活
者
等
支

援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
）
申
請

書
（
請
求
書
）」
を
発
送
し
、
8

月
29
日
よ
り
受
付
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
受
付
は
11
月
30
日
ま
で
で

す
の
で
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
後
、
必
要
書
類
（
本
人
確
認

書
類
等
）
を
貼
付
し
、
返
信
用
封

筒
に
入
れ
て
郵
送
、
ま
た
は
、
各

出
張
所
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
申
請
状
況
の
ご
確
認
や

対
象
と
な
る
方
の
ご
確
認
、
申
請

書
の
再
発
行
等
、
ご
不
明
な
点
は

随
時
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
対
象
者

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方
（
た
だ
し
、

平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
に
な

っ
て
い
る
方
や
、
生
活
保
護
を
受

臨
時
福
祉
給
付
金
等

の
申
請
期
限
は
11
月

30
日
で
す

給
さ
れ
て
い
る
方
等
は
除
き
ま
す
）

【
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金
】

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

受
給
者
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、

平
成
28
年
5
月
分
の
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
先
に
実

施
し
た
3
万
円
の
高
齢
者
向
け
給

付
金
を
受
給
さ
れ
た
方
は
除
き
ま

す
）

◆
支
給
額

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

対
象
者
1
人
に
つ
き
3
千
円

【
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金
】

対
象
者
1
人
に
つ
き
3
万
円

※ 

そ
れ
ぞ
れ
支
給
は
1
回
限
り
で

す
。
両
方
に
該
当
す
る
方
は
、

2
つ
の
給
付
金
を
受
給
で
き
ま

す
。

◆
支
給
時
期

　

10
月
か
ら
口
座
振
込
を
開
始
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
申
請
書

受
理
、
審
査
後
に
お
送
り
す
る

「
支
給
決
定
通
知
書
」
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◆
よ
く
あ
る
ご
質
問

Q
家
族
の
一
部
の
み
支
給
対
象
者

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
家
族
全

員
支
給
対
象
者
と
な
り
ま
す

か
？

A
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

の
被
扶
養
者
は
、
支
給
対
象
外

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
確
定
申

告
を
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
族

（
特
に
扶
養
関
係
が
な
い
お
子

さ
ま
等
）
に
つ
い
て
も
、
支
給

対
象
外
と
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
個
別
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
確
定
申
告
を
さ
れ

て
い
な
い
方
（
特
に
、
単
身
世

帯
の
方
）
で
も
支
給
対
象
外
と

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
個
別
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
併
せ

て
8
月
1
日
以
降
に
修
正
申
告

を
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方

（
住
民
税
非
課
税
の
方
）
に
は

後
日
、
電
話
連
絡
や
申
請
書
を

発
送
し
て
い
ま
す
。
原
則
11
月

30
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

Q
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
等
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
が
、

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金
の
支
給
対
象
者
と

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
か
？

A
郵
送
し
た
桃
色
の
用
紙
「
障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
等
受
給
状

況
ご
確
認
の
お
願
い
」
に
記
載

す
る
事
項
に
当
て
は
ま
る
方

は
、
事
前
に
支
給
対
象
者
と
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
年
金
額
改

定
通
知
書
等
の
写
し
の
添
付
に

よ
り
、
支
給
対
象
者
と
な
り
ま

す
。
前
述
以
外
の
方
に
つ
い
て

は
、
該
当
年
金
受
給
の
支
給
決

定
日
や
支
給
開
始
日
等
（
障
害

年
金
の
場
合
は
等
級
等
）
の
確

認
が
必
要
と
な
る
た
め
、
該
当

年
金
の
受
給
が
あ
っ
て
も
支
給

対
象
者
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
個
別
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
支

給
さ
れ
る
年
金
の
う
ち
、
支
給

対
象
者
と
な
り
得
る
年
金
コ
ー

ド
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

（
対
象
年
金
コ
ー
ド
）
※
年
金

コ
ー
ド
は
、
年
金
証
書
、
振

込
通
知
書
等
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
０
３
３
０
」「
０
３
４
０
」

「
０
３
６
０
」「
０
６
２
０
」

「
１
３
５
０
」「
２
６
５
０
」

「
５
３
５
０
」「
６
３
５
０
」

「
１
４
５
０
」「
２
７
５
０
」

「
２
８
５
０
」「
６
４
５
０
」

問
大
熊
町
臨
時
福
祉
給
付
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

電
０
８
０
０（
８
０
０
）８
９
５
１

問
大
熊
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

10
月
1
日
か
ら
7
日

は「
公
証
週
間
」で
す

　

公
証
制
度
は
、
公
証
人
が
、
大

切
な
遺
言
・
契
約
の
公
正
証
書
の

作
成
、
確
定
日
付
の
付
与
、
定
款

や
私
文
書
な
ど
の
認
証
や
、
国
の

公
証
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
う

制
度
で
す
。
公
正
証
書
に
書
か
れ

て
い
る
内
容
は
、
裁
判
そ
の
他
の

面
で
、
高
い
証
拠
力
が
与
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
公
正
証
書
に
は

「
執
行
力
」
が
あ
り
、
金
銭
に
関

わ
る
契
約
で
相
手
が
約
束
に
反
し

て
金
銭
の
支
払
い
を
し
な
か
っ
た

場
合
、
裁
判
抜
き
で
相
手
の
財
産

に
対
し
強
制
執
行
が
で
き
ま
す
。

　

遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、

金
銭
貸
借
、
不
動
産
貸
借
、
離
婚

に
際
し
て
の
慰
謝
料
、
養
育
費
な

ど
の
問
題
は
、
後
々
に
も
め
ご
と

を
引
き
起
こ
し
が
ち
で
す
。
そ
ん

な
と
き
遺
言
や
当
事
者
間
の
取
り

決
め
を
公
正
証
書
に
し
て
お
け
ば
、

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、
権
利
や
財
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昨
年
10
月
５
日
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
法
施
行
か
ら
、
ほ
ぼ
１
年
が
経

ち
ま
し
た
。
大
熊
町
で
は
、
町
民

の
約
15
％
の
方
に
申
請
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
申
請
か
ら
約
１
ヶ
月

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
顔
写
真
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

後
２
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
の

に
連
絡
が
な
い
方
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
交
付
申
請
書
受
付
セ
ン
タ
ー

よ
り
連
絡
が
あ
っ
た
が
対
応
方
法

に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
方
は
、
町

役
場
会
津
若
松
出
張
所
住
民
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

顔
写
真
の
不
備
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
が
中
断
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
申
請
さ
れ
る
方
は
、
顔

写
真
に
つ
い
て
ご
注
意
願
い
ま
す
。

・
写
真
は
、
最
近
６
ヶ
月
以
内
に

撮
影
し
た
も
の

・
サ
イ
ズ
は
縦
４
・
５
㎝
横
３
・
５

㎝
。
頭
か
ら
あ
ご
下
ま
で
が
縦

３
・
４
㎝
程
度
に
な
る
よ
う
撮

影
く
だ
さ
い

・
無
帽
。
無
背
景
。
メ
ガ
ネ
装
着

の
場
合
は
、
フ
レ
ー
ム
で
瞳
が

隠
れ
た
り
、
レ
ン
ズ
に
色
が
付

い
て
い
た
り
、
光
が
反
射
し
て

瞳
が
見
え
な
い
写
真
は
避
け
て

く
だ
さ
い

ま
た
今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
各
種
手
続
き
で
使
用
す
る

際
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
顔
認
証

を
行
う
機
会
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
役
場
窓
口
で
は
、
同
一
人
物

と
識
別
で
き
る
場
合
は
カ
ー
ド
を

お
渡
し
し
て
い
ま
す
が
、
顔
認
証

の
際
に
も
同
一
人
物
と
確
認
で
き

る
よ
う
、
髪
型
な
ど
普
段
ど
お
り

の
写
真
を
使
用
く
だ
さ
い
。

写
真
の
規
格
は
図
の
通
り
で
す
。

 

写
真
の
詳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト

（https://w
w

w
.kojinbango-

card.go.jp/kofushinse/
checkpoint.htm

l

）
を
参
照
く

だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　
住
民
課

産
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
会
津
若
松
公
証
役
場

電
０
２
４
２
（
37
）
１
９
５
５
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10
月
17
日
（
月
）
か
ら
23
日

（
日
）
ま
で
の
一
週
間
は
「
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県

及
び
市
町
村
）
や
特
殊
法
人
等
の

仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や
困
っ
て

い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
分
か

ら
な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
そ

の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で

す
。行

政
相
談
委
員
は
い
つ
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
次
の
場

所
で
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
電
話
等
で
相
談
を
し

た
い
方
は
、
総
務
課
行
政
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
相
談
所
開
設
の
日
程
は

次
の
通
り
で
す
。

～
行
政
相
談
週
間
～

相
談
所
を
開
設
し
ま

す

【
会
津
】

10
月
26
日
（
水
）

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

２
階
第
４
会
議
室

【
郡
山
】

10
月
26
日
（
水
）

午
後
２
時
～
午
後
４
時

大
熊
町
役
場
中
通
り
連
絡
事
務

所　

会
議
室
３

【
い
わ
き
】

10
月
28
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所　

１
階
相
談
室

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　
総
務
課
行
政
係

奨
学
資
金
給
付
学
生

を
募
集
し
ま
す

大
熊
町
在
住
ま
た
は
大
熊
町
出

身
の
高
校
生
（
卒
業
生
を
含
む
）

で
、
有
能
な
者
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ
り
大
学

進
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
に

奨
学
資
金
を
給
付
（
返
済
の
必
要

が
な
い
）
し
、
教
育
の
機
会
均
等

を
図
る
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

期�

９
月
26
日
（
月
）～
10
月
31
日

（
月
）

対
平
成
29
年
度
大
学
入
学
予
定
者

◆
資
格
お
よ
び
基
準

①
生
活
の
主
体
者
が
、
引
き
続
き

５
年
以
上
大
熊
町
に
住
所
を
有

し
て
い
る
こ
と

②
生
計
を
同
じ
く
す
る
世
帯
全
員

の
所
得
総
額
が
、
過
去
３
年
間

そ
れ
ぞ
れ
４
９
０
万
円
以
下
で

あ
り
、
町
税
な
ど
滞
納
が
な
い

者
③
在
学
す
る
（
し
て
い
た
）
高
等

学
校
長
の
発
行
す
る
大
熊
町
給

付
奨
学
生
推
薦
調
書
に
お
い

て
、
心
身
が
健
全
で
向
学
心
に

富
み
、
か
つ
、
成
績
平
均
が
、

総
点
の
７
割
程
度
以
上
で
あ
る

こ
と

④
小
論
文
お
よ
び
面
接
に
お
い
て

成
績
優
秀
な
者

◆
選
考

資
格
お
よ
び
基
準
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
者
の
中
か
ら
若
干

名
を
教
育
委
員
会
で
設
置
す
る
選

考
委
員
会
に
お
い
て
給
付
者
を
決

定
し
ま
す
。

◆
給
付
額

毎
月
５
万
円
（
４
年
間
）。
な

お
初
年
度
に
限
り
１
回
、
入
学
金

と
し
て
10
万
円
。

◆
願
書

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

教
育
総
務
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　
教
育
総
務
課

大
熊
中
特
設
合
唱
部

・
吹
奏
楽
部
の
演
奏

会
が
開
か
れ
ま
す

大
熊
中
学
校
特
設
合
唱
部
と
吹

奏
楽
部
で
は
、
３
年
生
の
引
退
記

念
と
、
卒
業
生
や
地
域
の
音
楽
関

係
者
と
の
交
流
を
兼
ね
た
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。

時
10
月
23
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
開
場
、
午
後
２

時
開
演
（
午
後
４
時
終
演
予
定
）

場�

熊
町
・
大
野
小
学
校
体
育
館

（
旧
河
東
三
小
）

（
会
津
若
松
市
河
東
町
大
田
原

村
中
１
８
６
）

内 

第
１
部
（
大
熊
中
学
校
特
設
合

唱
部
と
卒
業
生
演
奏
）

第
２
部
（
大
熊
中
学
校
吹
奏
楽

部
と
卒
業
生
演
奏
）

第
３
部
（
会
津
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ

ク
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
の
合
同

ふ
た
ば
未
来
学
園
高

校
の
文
化
祭
が
開
か

れ
ま
す

ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校
の
公
開

文
化
祭
「
双
来
祭
」
が
10
月
30
日

に
開
か
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は

「Enjoying Diversity

」。
多
様

性
を
楽
し
も
う
と
い
う
意
味
で

す
。
文
字
通
り
さ
ま
ざ
ま
な
色
が

混
じ
り
あ
っ
た
生
徒
実
行
委
員
が

企
画
す
る
同
校
初
の
文
化
祭
で

す
。
各
ク
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
色
を

決
め
て
の
個
性
あ
ふ
れ
る
企
画
や

文
化
部
の
発
表
、
他
に
も
た
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

時
10
月
30
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
2
時
30
分

場�

ふ
た
ば
未
来
学
園
高
等
学
校

（
広
野
町
大
字
下
浅
見
川
字
築

地
12
）

電 

０
２
４
０
（
23
）
６
８
２
５

（
生
徒
会
担
当
・
佐
藤
）

演
奏
）

問
大
熊
中
学
校

電 

０
２
４
２
（
23
）
７
２
１
４

（
酒
井
澄
人
教
諭
）

町行政相談委員
佐久間国幸さん
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う
つ
病
と
診
断
さ
れ
治
療
中
の

方
の
ご
家
族
を
対
象
に
相
談
会
を

ひ
ら
き
ま
す
。

「
心
を
軽
く
す
る
食
事
・
運
動
」

や
「
う
つ
病
を
抱
え
る
方
と
の
関

わ
り
方
」
な
ど
を
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い

つ
ら
さ
、
あ
せ
り
等
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
、
相
談
し
て
み
て
く
だ

う
つ
を
学
ぶ
家
族
の

相
談
会
公
開
講
座

さ
い
。

時
内
午
後
1
時
30
分
～
4
時

【
第
1
回
】
10
月
28
日
（
金
）

・
公
開
講
座
「
心
を
軽
く
す
る
食

事
～
簡
単
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

献
立
の
た
て
方
～
」

講
師
：
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
増
進
課　

管
理
栄
養
士　

西
畑 

由
貴

・
家
族
交
流
会

【
第
2
回
】
12
月
19
日
（
月
）

・
公
開
講
座
「
心
を
軽
く
す
る
運

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

特
別
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す

動
」

講
師
： 

南
相
馬
市
長
寿
福
祉
課 

主
任
作
業
療
法
士

伊
賀 

裕
貴
子

・
家
族
交
流
会

【
第
3
回
】
平
成
29
年
1
月
23
日

（
月
）

・
公
開
講
座
Ⅰ
「
当
事
者
の
体
験

談
」

講
師
：
障
が
い
者
相
談
・
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
ひ
び
き
」

ス
タ
ッ
フ
、
当
時
者

・
公
開
講
座
Ⅱ
「
う
つ
病
を
抱
え

る
方
と
の
関
わ
り
方
」

講
師
：
南
相
馬
市
立
総
合
病
院 

臨
床
心
理
士　

熊
坂 

し
の
ぶ

・
家
族
交
流
会

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

場
南
相
馬
合
同
庁
舎　

南
庁
舎　

４
階
４
０
１
会
議
室
（
家
族
交

流
会
は
４
０
３
会
議
室
）

対
う
つ
病
の
ご
家
族
を
は
じ
め
、

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
家
族
交
流
会
は
家
族
の
み
参

加
可
能
）

費
無
料

申
問
福
島
県
相
双
保
健
福
祉
事
務

所
　
障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

電
０
２
４
４
（
26
）
１
１
３
３

復興支援バス「大東銀行～林城～
七本松」線が減便になります

い
わ
き
市
内
で
運
行
し
て
い
る
復
興
支
援
バ
ス
の

う
ち
、「
大
東
銀
行
～
林
城
～
七
本
松
」
線
の
運
行

日
が
10
月
1
日
（
土
）
よ
り
火
曜
の
み
と
な
り
ま
す
。

木
曜
と
土
曜
の
運
行
は
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

運
行
時
刻
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

9
月
30
日
（
金
）
ま
で

平
日
の
火
曜
・
木
曜
・
土
曜
の
み
運
行
（
祝
日
の
場

合
は
運
休
）

　
　

↓

10
月
1
日
（
土
）
か
ら

平
日
の
火
曜
の
み
運
行
（
祝
日
の
場
合
は
運
休
）

問
新
常
磐
交
通
い
わ
き
中
央
営
業
所

電
０
２
４
６
（
46
）
０
２
０
０

　

平
成
29
年
1
月
1
日
よ
り
法
律

が
改
正
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ハ

ラ
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措

置
が
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
育
児
休
業
や
介
護
休

養
な
ど
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

◇
9
月
1
日
か
ら
12
月
28
日
ま
で

の
期
間
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

応
特
別
相
談
窓
口
」
を
開
設

し
、
労
働
者
や
事
業
主
か
ら
の

マ
タ
ハ
ラ
な
ど
の
相
談
を
集
中

的
に
受
け
付
け
ま
す
。

問
福
島
労
働
局
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
応
特
別
相
談
窓
口
」

電
０
８
０
０（
８
０
０
）４
６
１
１

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

◇
事
業
主
・
人
事
労
務
担
当
者
等

向
け
に
、
県
内
4
会
場
で
、
改

正
法
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

・
10
月
24
日
（
月
）

　

い
わ
き
新
舞
子
ハ
イ
ツ

・
11
月
1
日
（
火
）

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

・
11
月
4
日
（
金
）

　

福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

・
11
月
18
日
（
金
）

　

会
津
ア
ピ
オ

　

詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://fukushim

a-
roudoukyoku.jsite.m

hlw
.

go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等

室
電
０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
９
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「
秋
の
い
わ
き
の
ま

ち
を
き
れ
い
に
す
る

市
民
総
ぐ
る
み
運
動
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

い
わ
き
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
手
で
ま
ち
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
を
通
じ
、
環
境
美

化
に
対
す
る
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
2
回

市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
る
清
掃
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

い
わ
き
市
に
避
難
を
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ま
に
も
当
運
動
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
お
住
ま
い
の

地
区
の
い
わ
き
市
住
民
と
一
体
と

な
っ
た
協
働
作
業
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

時
10
月
21
日
（
金
）～
23
日
（
日
）

※
雨
天
の
場
合
は
翌
週
へ
延
期
：

10
月
28
日
（
金
）～
30
日
（
日
）

内
10
月
21
日
（
金
）：
清
潔
な
環

境
づ
く
り
を
す
る
日
（
学
校
や

事
業
所
周
辺
の
清
掃
）

10
月
22
日
（
土
）：
自
然
を
美

し
く
す
る
日
（
海
岸
や
河
川
の

清
掃
）

み
ん
な
の
利
用
す
る
施
設
を
き

れ
い
に
す
る
日
（
公
園
や
道
路

の
清
掃
）

10
月
23
日
（
日
）：
清
掃
デ
ー

（
市
内
の
全
家
庭
周
辺
の
清
掃
）

◆
参
加
方
法

⑴
仮
設
住
宅
等
に
お
住
ま
い
の
方

が
「
団
体
」
と
し
て
参
加
さ
れ

る
場
合

実
施
計
画
書
を
い
わ
き
市
へ

ご
提
出
願
い
ま
す
。（
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

⑵
民
間
借
上
住
宅
等
に
お
住
ま
い

の
方
が
「
個
人
」
と
し
て
参
加

さ
れ
る
場
合

お
住
ま
い
の
地
区
の
区
長
や

行
政
嘱
託
員
、
隣
組
長
等
に
清

掃
参
加
の
意
志
を
伝
え
た
上

で
、
地
区
の
住
民
と
一
緒
に
作

業
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

な
お
、
地
区
の
都
合
に
よ
り
作

業
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
区
長
等
に
ご
確
認
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
長
等
の
代
表
者
が
不

明
な
場
合
は
、
い
わ
き
市
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
わ
き
市
役
所
　
生
活
環
境
部

ご
み
減
量
推
進
課
庶
務
係

電
０
２
４
６
（
22
）
７
５
５
９

第
15
回
双
葉
地
方
広
域

消
防
職
員
意
見
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
す

第
15
回
双
葉
地
方
広
域
消
防
職

員
意
見
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

消
防
職
員
の
「
想
い
」「
情
熱
」

を
伝
え
た
い
。
双
葉
郡
を
守
る
た

め
、
消
防
防
災
を
テ
ー
マ
に
し
た

新
し
い
発
想
を
、
若
き
隊
員
た
ち

が
提
案
し
ま
す
。

時
11
月
９
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
葛
尾
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
消
防
職
員
５
人
に
よ
る
発
表

費
無
料

問
双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部
　
総
務
課

電
０
２
４
０
（
25
）
８
５
２
３ 

平成２７年中の全国の火災状況

消防署より

①　総出火件数は39,111件です。
②　火災による死者は1,563人、負傷者数は6,309人です。
③　②の中で住宅火災による死者数が914人です。
④　③の住宅火災による死者の約7割が高齢者です。
　これから空気が乾燥し、火災の発生しやすい季節となります。下記に主な
出火原因と対策を記載しますので火災予防にご協力ください。

「消しましょう　その火
　その時　その場所で」

平成28年度全国統一防火標語 火事と救急は119番
 ＜消　防　署　連　絡　先＞

◇浪江消防署 電0240-34-7360
◇富岡消防署 電0240-25-2119

出火原因　第１位　「放火」
～対策～
①家のまわりに可燃物を放置しな

い。
②自動車やオートバイのカバーは防

炎品にする。
③センサーライトなどを設置し家の

周囲を明るくする。
④ご近所との協力体制が重要です。

出火原因　第２位　「たばこ」
～対策～
①ポイ捨てをしない。
②寝たばこをしない。

③定期的に灰皿内の吸い殻を片付け
る。

④吸い殻を捨てる際は、一度水に浸
してから捨てる。

出火原因　第３位　「こんろ」
～対策～
①調理中はその場を離れない。
②こんろの周囲に可燃物を置かな

い。
③着衣着火を防ぐため、防炎品のエ

プロンを使用する。
④こんろの周囲、グリル内は定期的

に清掃する。
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中
間
貯
蔵
施
設
に
係

る
弁
護
士
無
料
相
談

会
の
ご
案
内

　

町
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設

に
伴
い
町
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る

不
安
や
諸
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
該
施
設
建
設
に
伴

う
権
利
関
係
等
の
疑
問
点
に
つ
い

て
、
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
相
談
で
き
る
こ
と
■

　

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
に
伴
う
契

約
、
地
上
権
、
相
続
等
に
つ
い
て

※
法
律
相
談
で
あ
り
、
補
償
価
格

に
関
す
る
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

対
大
熊
町
内
の
中
間
貯
蔵
施
設
建

設
予
定
地
内
に
不
動
産
（
土
地

・
建
物
）
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
費
無
料

◆
相
談
時
間

１
回
に
つ
き
50
分
程
度
（
各
会

場
３
組
ま
で
の
事
前
予
約
制
）

申
事
前
予
約
の
先
着
順
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

企
画
調
整
課

※
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
（
平
日
の
み
）

◇開催場所及び開催日時

開催場所 開催日 開催
時間 所　在　地

大熊町役場
いわき出張所 10月14日㈮ 午

後
２
時
～
５
時

いわき市好間工業団地1-43
（相談会場：１階�相談室）

大熊町役場
会津若松出張所 10月17日㈪ 会津若松市追手町2-41号

（相談会場：２階�第３会議室）

大熊町役場
中通り連絡事務所 10月19日㈬ 郡山市希望ケ丘11-10

（相談会場：1階�第1会議室

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

浜
で
受
講
生
募
集

　

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

浜
で
は
、
高
等
学
校
等
を
卒
業
し

て
こ
れ
か
ら
就
職
し
よ
う
と
す
る

方
の
た
め
に
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ

に
合
致
し
た
高
度
な
職
業
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い

る
コ
ー
ス
は
次
の
通
り
で
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問�

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

浜〒
９
７
５
─
０
０
３
６

南
相
馬
市
原
町
区
萱
浜
字
巣
掛

45
番
地
の
１
１
２

電
０
２
４
４
（
26
）
１
５
５
５
㈹

問�

い
わ
き
駐
在

〒
９
７
２
─
８
３
１
２

い
わ
き
市
常
磐
下
船
尾
町
杭
出

作
23
─
32

福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
い
わ

き
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

電
０
８
０（
５
７
３
０
）０
５
０
１

電�

０
８
０（
６
２
９
２
）３
５
２
３

（
業
務
携
帯
）

№ コース名 訓練
期間 委託先 募集

期間
選考
面接

訓練
期間

い
わ
き
地
区

Ｄ1 パソコン事
務実践科 4か月

飛馬オープン
カレッジ（小
名浜教室）

9/5～
10/5 10/12 10/27～

2/24

い14
パソコン基
礎科（託児
付き）

3か月
飛馬オープン
カレッジ（小
名浜教室）

9/20～
10/19 10/26 11/10～

2/9

い15 パソコン応
用科 3か月 アカデミー 10/3～

11/2 11/9 11/24～
2/23

い16 介護職員養
成科 3か月 ニチイ学館

いわき校
10/14～

11/15 11/21 12/8～
3/7

い17 パソコン基
礎科 3か月 アカデミー 11/11～

12/12 12/19 1/12～
4/11

い18 パソコン応
用科 3か月

いわきコンピ
ュータ・カレ
ッジ

12/6～
1/26 2/2 2/16～

5/15

い19 パソコン基
礎科 3か月 アカデミー 1/13～

2/15 2/22 3/9～
6/8

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で

の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
自
動

車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共
済

な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令
違

反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

問
国
土
交
通
省
福
島
運
輸
支
局

　
輸
送
・
監
査
部
門

電
０
２
４
（
５
４
６
）
０
３
４
３

10
月
は
不
正
軽
油
撲

滅
強
化
月
間
で
す

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、
関
係

団
体
と
協
力
し
て
、
不
正
軽
油
の

排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱

税
行
為
で
あ
り
、
環
境
汚
染
や
エ

ン
ジ
ン
故
障
の
原
因
、
公
正
な
市

場
競
争
の
阻
害
、
更
に
は
暴
力
団

等
の
資
金
源
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売

ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
。」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、

県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
情
報
提

供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
不
正
軽
油

の
情
報
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
庁
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の
地

方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
県
庁
総
務
部
税
務
課

電
０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
０
５


zeim

u@pref.fukushim
a.lg.jp

問
相
双
地
方
振
興
局
県
税
部

電
０
２
４
４
（
26
）
１
１
２
７


souso.kenzei@pref.fukushima.lg.jp



地域包括
支援センター
               から
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男性が楽しく集まる場として男塾を実施し
ますので、ぜひご参加ください。今回限りの
参加も可能です。
時10月７日㈮　午前９時～正午
場おおくまサロンゆっくりすっぺ集合
　（大熊町役場会津若松出張所内）
内会津まほろば街道めぐり
対60歳以上の男性
定10名（先着順）
費無料
申電話にて
期10月6日㈭まで
問大熊町役場会津若松出張所　福祉課
　健康介護係　渡辺（悠）・新田　
電0120-26-3844

一歩外に出て皆さんと楽しい時間を過ごし
ませんか？
時10月14日㈮　午前10時～正午
場おおくまサロンゆっくりすっぺ
　（大熊町役場会津若松出張所内）　
内つるしびなづくり（都合により、内容が変

更する場合がありますので、ご了承くださ
い。）
対60歳以上の方ならどなたでも
定20人（先着順）
費300円
申電話にて
期10月７日㈮まで
問大熊町役場会津若松出張所　福祉課　
　健康介護係　渡辺（悠）・新田　
電0120-26-3844

の
ほ
ほ
ん
ク
ラ
ブ

時10月14日㈮　午前９時～午後３時
内ウォーキング（小玉ダム）
　雨天時：いわき市石炭・化石館
場小玉ダム
　（いわき市小川町高萩字下タ道1-39）

※送迎バスが出ます。詳しくはお問い合わ
せください。

対65歳以上の方（但し、同伴者は年齢不問）
定20人【先着順】
持水分、タオル
費自費【昼食代、入場料（雨天時）】
申電話にて
期10月７日㈮まで
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　地域包括支援センター（花房・浜本）
電0120-26-5671

男
塾
（
お
と
こ
じ
ゅ
く
）

介
護
予
防
事
業　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
小
玉
ダ
ム
）

【主な業務】
○自立した生活を支援します
・介護保険で要支援１ ･２の認定を受けた方、

総合事業の対象者のプランを作成。
・介護予防事業の実施。　
○みなさんの権利を守ります
・成年後見制度の活用の相談。
・高齢者の虐待防止・相談・対応。
○総合相談
・介護保険や保健・福祉サービスの相談・申請
・認知症の介護や予防の支援
○暮らしやすい地域づくり
・ケアマネジャーへの助言や医療機関・行政等

と連携。
・民生委員や地域の人と連携しながら、地域の

ネットワークを作ります。

地域包括支援センターには社会福祉士、
保健師、主任ケアマネジャーの3職種が配
置されていて、地域に暮らす人たちの介護
予防や日々の暮らしを様々な側面からサポ
ートすることを主な役割としています。

地域包括支援センター
ではどんな仕事を
しているの？



コ
 ラ

 ム健
 康

コ
 ラ

 ム健
 康

時10月５日㈬・18日㈫
　　午前９時30分～11時30分
場いわき出張所２階
内自由遊び

＊身長体重測定や離乳食、育児の個別相談
もできます。

対未就学児とその保護者（祖父母も歓迎）
持水分、オムツ
申不要

ちょこっとカフェ
　～心配ごとなど、ちょこっと話をして心を
軽くする…そんな場所です～
時10月12日㈬　午後１時30分～３時
場大熊町役場いわき出張所　２階
相談員：心のケアセンター、町保健師
申不要　
その他：個別相談も可能
問大熊町役場いわき出張所
　健康介護課　保健衛生係

ふらっとカフェ
時10月12日㈬　午後１時30分～３時
場大熊町役場会津若松出張所　２階
　ほっとルーム
内ハンドマッサージ
相談員：心のケアセンター、町保健師
申不要
その他：個別相談も可能
問大熊町役場会津若松出張所　
　福祉課　健康介護係

子
育
て
ひ
ろ
ば

りたよたよ
ほけんほ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
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10月は乳がん月間です

−日本人女性に急増中−

早期に発見し治療すれば、多くが治る病
気です。現在、日本人女性12人に1人が乳
がんにかかると言われ、30～50才代で働
き盛りの女性の死亡原因のトップです。

月に１回視て・触って
セルフチェック　～ポイント～

入浴時は石けんをつけるとすべりがよく
なり調べやすくなります。

〈鏡の前で〉
☆自然に立って両方の乳房に違和感は？
☆両手を上下して（正面・側面・斜めなど）

形、大きさ、乳房の高さ、乳房の皮膚の
一部乳頭にへこみやひきつれ、乳頭にか
さぶたやただれ、異常な分泌物は？

☆乳頭を軽くつまんで、血のような分泌液
は？

〈仰向けになって〉
指をそろえて指の腹で渦巻き状に
☆乳房の内側は片側ずつ、腕を上げて
☆乳房の外側は腕を自然な位置に下げて
☆左右のわきの下のしこりは？

あれ？と思う小さな変化を見逃さずに迷
わずに専門医（乳腺外来や外科）へ受診を

生理開始後
５～７日目の時期に
（閉経後は月１回）

静かに軽く
押さえながら
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　集合：午前８時30分
　スタート：午前９時８分
場塩屋崎カントリークラブ
　（いわき市平沼ノ内字町田279-1）
　電0246-39-2011
期10月20日㈭まで。
　※詳細は申込時に連絡します。
問申中里忠良
電090-9535-8404

　９月３日㈯、母畑温泉「八幡屋」にて熊３
区の総会と懇親会を開催し、県内外から70人
余りが参加しました。
　総会では会計報告等の説明がなされ、今後
の絆補助金事業の運営について意見交換しま
した。懇親会では近況を報告し合い、旧交を
温め、再会を約束して散会しました。
 （区長・藤田昭俉）

　大和久区では、今年度からの総会案内等は
すべて文書で通知します。未だ連絡のない方
は、平成28年10月31日までに次のいずれか
の方法により避難先住所等をお知らせくださ
い。
◆官製ハガキによる連絡

避難先の郵便番号・住所・代表者名・電話
番号等を記入のうえ郵送してください。

【宛先】〒971-8185 いわき市泉町3丁目1-8
　　　　事務局　佐藤修峰
◆電話による連絡

各担当地区の連絡員までお知らせください。
【連絡員】
東大和久・斉藤重征　電090-8423-6515
東大和久・沢内早苗　電090-4638-5985
西大和久・川木浩美　電090-5236-8955
西大和久・永岡和行　電090-1493-5357
問大和久区事務局・佐藤修峰
電090-1936-0735
●総会・懇親会の予定
時平成29年３月26日㈰
場スパリゾートハワイアンズ
　（いわき市常磐）

　　午後６時～　懇親会
場五浦温泉　五浦観光ホテル
　（茨城県北茨城市大津町722）
　電0293-46-1111
※１世帯当たり何人でも参加できます。ただ

し、２人以上参加の場合は１人当たり3,000
円の負担金をお願いします。宿泊費等の差
額は交付金を活用します（当日会場にて集
金します）。なお、準備の都合により、出
欠確認を同封のはがきに記入し、10月10
日まで返送をお願いします。
問区長・尾内武
電090-2273-4187

今年もいよいよワカサギ釣りが解禁！初心
者の方もベテランの方も解禁当初のワカサギ
釣りにチャレンジしませんか。
時11月12日㈯
　午前８時～午後３時（午前７時30分～受付）
場第一ゴールドハウス目黒　桧原湖店
　（北塩原村大府平原1172-4）
費道具持参4,000円、道具レンタル6,000円
期10月11日㈫まで
※子どもの参加も大歓迎です。参加される場

合は参加費が異なりますのでお問い合わせ
ください
問伊東康次郎（下野上３区）
電0246-51-5423・090-9749-4370

いわき北部方面に集える大熊町民同士で交
流をしましょう！

～おいしい芋煮とおいしいおにぎりで昼食
会！～
時11月12日㈯　午前10時～
　（調理にご参加いただける方は9時集合！）
場久之浜・大久ふれあい館
　（いわき市久之浜町久之浜字中町32番地）
費200円
申問大熊町復興支援員広域事務所
電0246-88-9317（担当：冨岡）

　大野１区・大野２区（駅前地区）ゴルフ交
流会の季節がやってきました。芝生の上で楽
しい一日を過ごしませんか。皆さまの多数の
参加をお待ちしています。
　なお、参加希望者は次の連絡先までお願い
します。
時11月５日㈯

芋
煮
と
お
に
ぎ
り
昼
食
会

大
和
久
区
か
ら
の
お
願
い
（
再
）

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を
楽
し
も
う
♪

駅
前
地
区
ゴ
ル
フ

熊
３
区
総
会
・
懇
親
会

交
流
会

交
流
会
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　借り上げ住宅自治会「おおくま町会津会」
は借り上げ住宅に避難されている町民の皆さ
まのための交流会を毎月第１、第３水曜日に
開催しています。お気軽にご参加ください。
　10月の日程は次の通りです。
時�（両日とも午前10時に町役場会津若松出

張所出発）
・５日㈬　ブドウ狩り（会津若松市北会津町）
・19日㈬　研修旅行（日光、鬼怒川温泉）
　※ 紅葉次第で翌週に延期する可能性があり

ます
内町民同士の交流、情報交換など
　※随時会員を募集しています。
電090-7078-2327（山本）

大熊町のママさんサークルです。興味のあ
る方は気分転換に一緒に楽しみませんか？
時10月25日㈫

＜集合＞ 午前９時長原仮設または午前９時
20分会津若松駅

　　午前９時45分 会津若松駅発
　　午前10時35分 湯野上温泉駅着
　　その後バスで移動
　＜帰着予定＞午後３時長原仮設
内秋の遠足
　～トロッコ列車で出掛けましょう～
費電車代、昼食代は自費
期10月７日㈮まで
申問阿部
電090-6259-7933
　※平日午前10時～午後5時受付

いわき市内に避難している皆さん！
お茶会「すまいるサロン」を開催します。
町民であればどなたでもご参加いただけま

す。初めての方は、ご連絡いただければ幸い
です。
時�10月24日㈪ 　午前10時～午後３時

お
お
く
ま
町
会
津
会

夫
沢
２
区

　※ご都合のよい時間にお出かけください。
場大熊町役場いわき出張所２階調理室
持マイカップ、おむすび（昼食）
電080-1830-5567（小林）

楽しく脳トレ＆ほっきめしで交流！
時11月４日㈮　午前10時～
場いわき市泉公民館2階
　（いわき市泉町四丁目13-11）
申不要
費無料
※調理をお手伝いいただける方は午前9時集

合♪エプロン・三角巾をお持ちください♪
　大熊町いわき会は会員随時募集中です。
申会長・澤内俊昭
電090-7060-9464

　いわき市内にお住まいの町民の皆さん、温
泉で一日お茶を飲みながらの交流会を毎月第
３水曜に行っています。ご参加をお待ちして
います。
時10月19日㈬　午前10時～午後３時
場古滝屋

※人数がまとまれば、好間第三仮設から無
料送迎バスあり

費入浴料800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
電080-6007-6824（市川）
電090-5187-2234（堀本）

埼玉県へ避難している皆さんへ
輪になろう！ふみ出そう！ひまわりサロン

のご案内です。
時10月19日㈬　午前10時～
内午前はおしゃべりサロン、午後はクラフト

を予定しています
　（ハロウィンの小物づくり）
場やすらぎ会館
　（川口市南鳩ヶ谷6-8-16）
費100円プラス材料費100円程度
問ひまわりの会
電080-5431-0123（島田）

　夫沢2区では町行政区絆維持補助金を活用
し、交流会を兼ねた懇親会を開催します。多
数の参加をお待ちしています。
時10月28日㈮～29日㈯
　　午後３時～　チェックイン可能

マ
マ
だ
っ
て
や
っ
て
み
隊

す
ま
い
る
サ
ロ
ン

大
熊
町
い
わ
き
会

古
滝
屋
温
泉
日
帰
り
お
茶
会

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン



○人口および世帯
人口数 世帯数

平成23年３月11日時点 11,505 4,235
平成28年8月31日現在 10,703 3,887

増減 △�802 △�348

●避難先の状況� （平成28年9月1日現在）
都道府県 人数 福島県内 人数

海外 2 福島市 227 
不明 3 会津若松市 1,180 
北海道 31 郡山市 1,053 
青森県 31 いわき市 4,600 
岩手県 2 白河市 79 
宮城県 193 須賀川市 91 
秋田県 21 喜多方市 49 
山形県 46 相馬市 100 
福島県 8,105 二本松市 38 
茨城県 466 田村市 59 
栃木県 191 南相馬市 243 
群馬県 86 伊達市 11 
埼玉県 397 本宮市 33 
千葉県 247 桑折町 6 
東京都 284 国見町 2 
神奈川県 176 川俣町 1 
新潟県 230 大玉村 32 
富山県 6 鏡石町 13 
石川県 14 天栄村 1 
福井県 6 下郷町 0 
山梨県 4 檜枝岐村 0 
長野県 9 只見町 0 
岐阜県 5 南会津町 2 
静岡県 24 北塩原村 0 
愛知県 8 西会津町 1 
三重県 8 磐梯町 6 
滋賀県 0 猪苗代町 13 
京都府 7 会津坂下町 20 
大阪府 19 湯川村 3 
兵庫県 6 柳津町 0 
奈良県 0 三島町 1 
和歌山県 2 金山町 1 
鳥取県 0 昭和村 0 
島根県 1 会津美里町 24 
岡山県 2 西郷村 19 
広島県 0 泉崎村 13 
山口県 2 中島村 0 
徳島県 0 矢吹町 20 
香川県 1 棚倉町 1 
愛媛県 2 矢祭町 0 
高知県 0 塙町 4 
福岡県 23 鮫川村 0 
佐賀県 3 石川町 4 
長崎県 2 玉川村 1 
熊本県 0 平田村 1 
大分県 10 浅川町 6 
宮崎県 20 古殿町 8 
鹿児島県 1 三春町 46 
沖縄県 7 小野町 12 

計 10,703 広野町 48 
楢葉町 0 
富岡町 0 
川内村 9 
大熊町 0 
双葉町 0 
浪江町 0 
葛尾村 0 
新地町 24 
飯舘村 0 

計 8,105 

大熊町の避難状況

40

※2016年（平成28年）８月

こんにちは赤ちゃん
こどもの名 親の名 住　所

小　西　凜
り ん か

花 　守　・実　佳 中�央�台

後　藤　琉
り ゅ う せ い

清 祐　司・仁　美 大　　野

石母田　有
ゆ う と

都 正　幸・徳　子 西　　平

奥　山　蘭
ら ん ら

咲 　浩　・桂　子 西大和久

蓮　沼　美
み あ ん

杏 直　樹・麻　美 西大和久

井　手　結
ゆ い と

翔 秀　幸・愛　里 西大和久

坂　本　陸
り く は

羽 　翔　・千　織 長�者�原

石　田　龍
り ゅ う き

生 幹　一・教　子 長�者�原

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

門　馬　琢　麿 いわき市 齋　藤　紗　輝 北　 向

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

木　田　ミ　ツ ９３歳 湯� の� 神

加　藤　喜久男 ８４歳 大　　 野

渡　邉　照　子 ７５歳 錦　　 台

槻　林　君　男 ８２歳 新　　 町

市　村　チ　ウ ８８歳 中� 央� 台
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クイズ「目指せ！おおくＭＡＳＴＥＲ★」
おおちゃんクイズ　A・	明治29年４月１日に標葉

4

郡と楢葉
4

郡が合併して双葉郡になった
くうちゃんクイズ　A・衣服を後ろ前に着ている

　スペインの方々が絵付けした起き
上がり小法師24体が熊町・大野小
に展示されています。同国のセビリ
ア近郊コリア・デル・リオ市には約
400年前、伊達政宗が派遣した慶長
遣欧使節の子孫がいて「ハポン」姓
を名乗っています。この方々は東北
地方が東日本大震災で被害を受けた
ことを我が事のように悲しみ、今も
３月11日には追悼の祈りをささげ
ているそうです。小法師はハポンさ
んたちの趣旨に賛同した芸術家やダ
ンサー、写真家、闘牛士、政治家な
どの方々が製作したものです。どれ
も日本の小法師とは一味違った異国
情緒あふれる仕上がりですが、日本
を自らのルーツと感じて活動されて
いる姿に親近感を覚えます。

表紙の写真
編
集
後
記

こ
の
あ
い
だ
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
思
っ
て
い
た
ら
、

も
う
半
分
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
っ
か
り
秋
で
す
ね
。

会
津
は
あ
っ
と
い
う
間
に
冬
が
来
る
の
で
、
短
い
秋
を
い
か
に

満
喫
す
る
か
が
避
難
し
て
か
ら
の
私
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。さ

て
、
今
月
の
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
特
集
は
い
か
が
で
し
た

か
？
正
直
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
返
信
を
い
た
だ
け
る
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
逆
を
言
え
ば
、
そ
れ
だ
け
皆
さ
ん
の
声

を
聴
く
機
会
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
が
声
を
届
け
た
い
と
き
に
、
い
つ
で
も
町
に
届
け
ら

れ
る
よ
う
な
体
制
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

採
点
の
設
問
で
は
、「
考
え
や
立
場
が
一
人
一
人
違
う
か
ら

1
0
0
点
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
そ
の
通
り
で
、
同
じ
事
柄
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
評
価

を
い
た
だ
く
中
で
毎
日
が
葛
藤
の
連
続
で
す
。
そ
れ
で
も
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立
ち
、
最
善
の
選
択
や
工
夫
を
し
て

1
0
0
点
に
近
づ
け
る
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
伝
わ
る
広

報
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
（
後
）

吉田　淳

副町長室から

子
ど
も
の
こ
ろ
、
夏
休
み
の
遊
び
場
と
い
え
ば
、
も
っ

ぱ
ら
熊
川
海
水
浴
場
で
し
た
。
友
人
と
連
れ
立
っ
て
自
転

車
で
砂
利
道
を
進
む
と
、
熊
川
の
河
口
に
広
が
る
海
岸
。

飽
き
る
こ
と
な
く
水
遊
び
で
は
し
ゃ
ぎ
ま
し
た
。
カ
ニ
や

貝
を
採
っ
た
り
、
川
の
上
流
で
牛
が
水
を
飲
ん
で
い
る
の

を
眺
め
た
り
も
し
ま
し
た
。
雷
が
鳴
る
と
近
く
に
あ
っ
た

炭
窯
に
身
を
潜
め
て
や
り
過
ご
し
ま
し
た
。
不
思
議
な
も

の
で
、
こ
ん
な
お
か
し
な
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
の
で
す
。

成
人
し
て
町
職
員
に
な
っ
た
後
も
、
海
開
き
や
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
大
会
の
準
備
に
携
わ
っ
た
関
係
で
足
を
運
ぶ
な

ど
、
何
か
と
縁
の
あ
る
場
所
で
し
た
。
私
の
地
元
・
熊
３

区
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
も
利
用
し
ま
し
た
。
思
い
出
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
た
大
切
な
場
所
で
す
が
、
今
は
す
っ
か
り

変
わ
り
果
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
月
の
広
報
お
お
く
ま
の
「
お
お
く
ま
点
描
」
コ
ー
ナ

ー
で
、
野
上
の
一
俵
栗
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
域
で

大
切
に
さ
れ
て
き
た
大
木
や
岩
、
清
水
な
ど
が
忘
れ
去
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
、
危
機
感
を
覚
え
ま
す
。
言

い
伝
え
に
は
、
何
ら
か
の
大
切
な
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
先
人
が
何
を
信

じ
、
何
に
親
し
み
、
何
を
お
そ
れ
て
き
た
の
か
、
我
々
の

ル
ー
ツ
を
示
す
も
の
だ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

熊
川
海
水
浴
場
で
は
壊
れ
た
防
潮
堤
の
改
修
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
風
景
を
取
り
戻
す
努
力
だ

け
で
は
な
く
、
消
え
ゆ
く
記
憶
を
留
め
て
お
く
た
め
の
努

力
も
、
今
必
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

熊川海水浴場の
思い出
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